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No.194 生活情報版

市報を
リニュ

ーアル
しまし

た

10日
号は魅

力発信
版とし

て、2
5日号

は

生活情
報版と

して

　　　
　　お

届けし
ます。

No.194No.194と お か ま ち
情 報 を 伝 え る 　 魅 力 が 伝 わ る 　 十 日 町 市 を も っ と 好 き に な る

報市

十
日
町
市
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
を
作
成

　
市
の
特
産
品
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー

を
一
冊
に
ま
と
め
た
カ
タ
ロ
グ
ギ

フ
ト
を
発
行
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

平
成
24
年
度
の
職
員
知
恵
出
し
事

業
及
び
十
日
町
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
「
ト
オ
コ
ン
」
で
の
提
案
を

事
業
化
し
た
も
の
で
す
。

　「
市
の
特
産
品
を
贈
り
た
い
け

ど
、
ど
ん
な
物
が
い
い
か
思
い
つ

か
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
市
の
魅
力
が
凝
縮
さ
れ

た
冊
子
に
な
る
の
で
、
お
中
元
や

お
歳
暮
、冠
婚
葬
祭
は
も
ち
ろ
ん
、

出
張
先
の
お
土
産
や
遠
方
の
友
人

を
訪
ね
る
と
き
な
ど
に
も
利
用
で

き
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

十
日
町
市
の
自
慢
で
き
る
特
産
品
な
ど
を
募
集
し
ま
す

　
冊
子
詳
細
（
予
定
）

●
平
成
25
年
秋
に
発
行

●
「
十
日
町
市
の
春
夏
秋
冬
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
性

の
あ
る
地
域
密
着
型
の
冊
子

●
掲
載
商
品
は
食
料
品
・
衣
類
・

雑
貨
な
ど
に
加
え
、
体
験
ツ
ア

ー
も
掲
載

●
初
回
発
行
部
数
２
、
０
０
０
部

※
掲
載
料
は
か
か
り
ま
せ
ん

　
応
募
条
件

●
商
品
に
こ
だ
わ
り
や
十
日
町
市

ら
し
さ
が
あ
る
も
の

●
材
料
、
製
造
元
ま
た
は
販
売
元

が
市
内
の
も
の

　
応
募
方
法

　
ク
ロ
ス
テ
ン
備
え
付
け
の
「
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」
に
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
※
用
紙
は
ク
ロ
ス

テ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
　

　
応
募
締
切

　
５
月
31
日
㈮

　
選
定
方
法

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

選
定
し
ま
す
。

※
商
品
の
条
件
に
よ
り
、
必

ず
掲
載
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

　
提
出
先
・
問
合
せ

　
ク
ロ
ス
テ
ン
販
売
課

　（
☎
７
５
７
―
２
３
２
３
）

十日町市の自慢できるモノやコトを全国へ発信します
●問合せ：産業政策課営業戦略係☎757-3139

十日町市版カタログギフト掲載商品募集

トオコンで事業提案
し、事業を進めるた
めにクロステンへ就
職した杉山弘美さん

（23歳）

十
日
町
市
の
自
慢
で
き
る
特
産
品
な
ど
を
募
集
し
ま
す

カタログギフトとは、受け
取った人が好みの商品を選べ
るカタログ式の贈り物のこと
です。※写真は、トオコン提
案時のイメージ図

たくさんの応募をお待ちしています！

　
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
に
掲
載
す
る
、
皆
さ
ん
が
胸
を
張
�
て
自
慢

し
た
い
商
品
、
知
�
て
ほ
し
い
と
い
う
商
品
を
募
集
し
ま
す
。
事

業
者
か
ら
の
応
募
の
ほ
か
、
普
段
か
ら
商
品
を
手
に
と
�
て
い
る

皆
さ
ん
か
ら
の
推
薦
も
受
け
付
け
ま
す
。
市
の
商
品
を
全
国
に
発

信
す
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

物だけでなく体験
メニューも募集し
ています
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ゴールデンウィークもその後の夏も「大地の芸術祭の里」を満喫しよう
●問合せ：観光交流課芸術祭企画係☎757-2637

大地の芸術祭の里イベント紹介など

　
昨
年
の
大
地
の
芸
術
祭
終
了
後

も
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
約
２
０

０
点
の
位
置
と
写
真
を
掲
載
し
た

マ
ッ
プ
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ

一
部
で
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
か
が
分
か

る
と
て
も
便
利
な
マ
ッ
プ
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
作
曲
家
・
水
嶋
一
江
さ
ん
が
考

案
し
た
糸
電
話
の
原
理
を
応
用
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
器
「
ス
ト
リ
ン

グ
ラ
フ
ィ
」に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
広
い
空

間
を
大
き
な
楽
器
に
見
た
て
て
絹

糸
を
張
り
巡
ら
し
、
全
身
を
使
っ

て
演
奏
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
5
月
3
日
（
憲
法
記
念

日
） 

開
演
午
後
5
時
30
分
～
※

開
場
5
時
～
、
5
月
4
日
（
み

ど
り
の
日
）
開
演
午
後
３
時
30

分
～
※
開
場
３
時
～

●
会
場
＝
越
後
妻
有
里
山
現
代
美

術
館
［
キ
ナ
ー
レ] 

●
料
金
＝
大
人
１
、
５
０
０
円
、

小
中
学
生
５
０
０
円
（
美
術
館

鑑
賞
料
込
み
）

●
定
員
＝
１
５
０
人（
予
約
不
要
）

　「
ス
ト
リ
ン
グ
ラ
フ
ィ
」
を
自

分
た
ち
で
作
っ
て
み
ま
す
。
叩
い

た
り
、
擦
っ
た
り
、
弾
い
た
り
し

な
が
ら
絹
糸
が
生
む
音
の
広
が
り

を
体
験
で
き
ま
す
。

●
日
時
＝
５
月
３
日
（
憲
法
記
念

日
）
午
後
２
時
～
３
時

●
料
金
＝
大
人
１
、
０
０
０
円
、

小
・
中
学
生
５
０
０
円
（
※
コ

ン
サ
ー
ト
セ
ッ
ト
券
＝
大
人

２
、
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
、
０
０
０
円
）

●
定
員
＝
30
人
（
要
予
約
）

●
会
場
・
申
込
み
＝
越
後
妻
有
里

山
現
代
美
術
館
［
キ
ナ
ー
レ] 

（
☎
７
６
１

｜

７
７
６
７
）

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
が
完
成
し
ま

し
た

越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館
［
キ
ナ
ー
レ
］
で
楽
し
む

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　「
大
地
の
芸
術
祭
の
里
」
と
し
て
、
ア
ー
ト
や
自
然
、
文
化
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

夏のイベントもお楽しみに！

　夏に向け、越後妻有里山現代美術館［キナーレ］や各施設

での企画展、オーストラリアハウスでのアーティストの滞在

制作などの準備を進めています。今後、夏のイベント情報な

どもお知らせしていきますので、ご期待ください。

料金＝100円
販売施設＝本町分庁舎、越後妻有里山現代美
術館[キナーレ]、まつだい「農舞台」、「森の
学校」キョロロ、越後妻有オンラインショッ
プほか
※詳細は市公式ホームページをご覧ください

　写真は昨年の夏アーティストの滞在
制作を行った東アジア芸術村 ( 津南町 )
の様子。この事業は㈶自治総合セン
ターの助成事業で実施しました。

ス
ト
リ
ン
グ
ラ
フ
ィ
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
　
〜
絹
糸

が
織
り
な
す
幻
想
的
な
音
の
空

間
〜

音
遊
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

市のまちづくりの基本ルールとなる条例素案が提出されました
●問合せ：企画政策課協働推進係☎757-3693

十日町市まちづくり基本条例素案の提出

　
３
月
30
日
㈯
、「
十
日
町
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
素
案
が
、「
と
お
か
ま
ち
流
ま
ち
づ
く
り

の
条
例
を
考
え
る
会
」（
以
下
、「
考
え
る
会
」）
か
ら
市
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
素
案
の

ポ
イ
ン
ト
と
「
考
え
る
会
」
の
取
組
み
経
過
を
紹
介
し
ま
す
。
※
条
例
素
案
は
、
本
庁
・
各
支
所
・

公
民
館
・
情
報
館
に
備
え
付
け
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

市
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

■
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
か
ら
参
加
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が

柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
市
民
が
担

う
役
割
を
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
て
い
ま

す
。

雪
国
の
暮
ら
し

■
雪
国
「
十
日
町
市
」
を
表
す
特
徴
の
一
つ

と
し
て
、
市
民
の
暮
ら
し
と
は
切
り
離
せ

な
い
「
雪
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
条
文
が
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
雪
国
の
暮
ら
し
で
培
わ
れ
た
知
恵
な
ど
を

「
雪
国
文
化
」
と
し
て
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

度
重
な
る
災
害
の
経
験
を
経
て

■
度
重
な
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
市
民
と
行
政
が
連
携
し
て
緊
急
時

に
備
え
る
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
自
治

■
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動
に
取
り

組
む
地
域
自
治
組
織
を
、
行
政
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
位
置
付
け
る
と
共
に
、
地
域

の
自
主
性
及
び
自
立
性
に
基
づ
く
地
域
自

治
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み

■
健
康
福
祉
や
観
光
交
流
、産
業
振
興
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
組

み
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
他
市
の
条
例
で
は
、
具
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
取
組
み
を
規
定
す
る
例
は
少
な
く
、

十
日
町
市
な
ら
で
は
の
部
分
で
す
。

住
民
が
直
接
的
に
意
思
表
示
を
す
る
仕
組
み

■
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
課
題
に
対
し
住
民

が
直
接
的
に
意
思
を
表
示
す
る
手
段
で
あ

る
「
住
民
投
票
」
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

■
住
民
投
票
の
実
施
に
必
要
と
な
る
要
件
な

ど
の
詳
細
は
、
別
途
条
例
で
定
め
る
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。

とおかまち流まちづくりの条例を考える会

条例制定に向けた今後の取組み

■経　過

平成25年3月　素案の完成・提出

平成24年１月　「考える会」が発足

10月　素案の再検討

９月　市民説明会の開催

市民が市民の声を聞く！市内12会場で開催

■委員の生の声

柳　大祐さん（30歳／池尻）

　市内の各地域・各分野で活躍さ

れている人たちと議論を重ねる中

で、自分が暮らす十日町市が抱え

る課題や、これからのまちづくりの可能性を知る・

学ぶ機会にもなり感謝しています。

　完成した素案の条文は、長く熱い議論を経て濃縮

されたもので、一つひとつの条文の背景にはさまざ

まな思いが込められています。できるだけ多くの人

にその思いを知っていただけたら幸いです。

　市では、「考える会」から提出を受けた素案を基に、

条例制定に向けて取り組んでいきます。今後の取組

みの詳細については、随時市報などでお知らせしま

す。

20回の全体会議と作業部会で素案検討・作成

「とおかまち流まちづくり条例（仮称）」素案完成

７回の全体会議による素案の再検討

…11月　市議会議員との懇談会

条
例
素
案
の
ポ
イ
ン
ト
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①人権を尊重した
　男女平等の
　意識づくり

②ワーク・ライフ・
　バランス（仕事と生
　 活の調和）のとれた
　環境づくり

③男女が共に
　参画する活力ある
　社会づくり

④生涯にわたる
　心身の健康づくり

⑤市民と行政の
　協働による
　総合的推進

基本
目標

つ
能
力
を
最
大
限
発
揮
す
る
環
境

が
あ
ら
ゆ
る
場
面
や
分
野
で
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
男
性
ば
か
り
が
仕
事
の
責
任
を

担
う
の
で
は
な
く
、
女
性
ば
か
り

が
家
事
を
負
担
す
る
の
で
は
な

く
、
共
に
協
力
し
な
が
ら
一
人
ひ

と
り
が
活
躍
で
き
る
社
会
に
向
け

て
、
家
庭
・
職
場
・
地
域
で
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
良
い

か
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
す
。

　
家
庭
や
地
域
、
学
校
や
職
場
な

ど
で
、「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」

と
い
う
性
別
の
違
い
だ
け
で
、
考

え
方
や
言
動
が
制
限
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
は
、

性
別
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
男

女
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
共
に
協

力
し
合
う
社
会
で
す
。
仲
間
に
加

わ
る
「
参
加
」
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
中
で
し
っ
か
り
と
意
思
を
示

す
「
参
画
」
を
す
る
こ
と
で
、
一

人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
や
、
生

活
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、
共
働
き

世
帯
の
増
加
な
ど
、
私
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

　
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
持
続

可
能
な
社
会
や
地
域
を
築
い
て
い

く
た
め
に
は
、
男
女
が
同
じ
社
会

の
一
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持

　
市
民
意
識
調
査
の
中
に
は
、「
昔

に
比
べ
れ
ば
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ

た
」「
男
性
と
女
性
は
も
と
も
と

身
体
の
つ
く
り
が
違
う
の
だ
か
ら

平
等
に
は
な
ら
な
い
」「
男
ら
し

さ
女
ら
し
さ
は
必
要
だ
」
と
い
う

意
見
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
が
目
指
し

て
い
る
の
は
、
性
別
に
と
ら
わ
れ

ず
、
個
人
が
尊
厳
を
持
っ
て
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
で
す
。
子

ど
も
が
熱
を
出
し
て
病
院
に
連
れ

て
い
き
た
く
て
も
「
奥
さ
ん
が
い

る
の
に
な
ぜ
君
が
？
」
と
仕
事
を

休
め
な
か
っ
た
り
、
災
害
が
起
き

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
っ
て

な
に
？

ど
う
し
て
「
男
女
共
同
参
画
」

の
取
組
み
が
必
要
な
の
？

今
の
ま
ま
で
も
問
題
な
い
の

で
は
？

５
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
み
ま
す

　
市
で
は
、
第
２
次
（
平
成
25
年
度
〜
29
年
度
）
と
な
る
「
と
お
か
ま

ち
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、

性
別
に
関
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
基
に
、
社
会
情
勢
や
市
民
の
暮
ら
し
の
変
化

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

　「
一
人
ひ
と
り
が
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
元
気
な
ま
ち
＝
男
女

共
同
参
画
社
会
」
の
実
現

に
向
け
て
５
つ
の
基
本
目

標
を
掲
げ
ま
し
た
。

一人ひとりが自分らしく生きる元気なまちを目指して
●問合せ：企画政策課協働推進係☎757-3693

第２次十日町市男女共同参画基本計画策定

※「とおかまち男女共同参画推進プラン」は本庁・
各支所・各公民館に備え付けています。また、市
ホームページでもご覧いただけます

た
と
き
避
難
所
に
授
乳
で
き
る
場

所
が
な
く
て
困
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
個
人

が
尊
重
さ
れ
て
い
る
社
会
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

と
呼
ば
れ
て
い
る
配
偶
者
や
身
近

な
相
手
か
ら
の
暴
力
や
、
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
社
会
を
み
ん
な
で
い

っ
し
ょ
に
創
る
こ
と
。
そ
れ
が
こ

の
プ
ラ
ン
の
目
的
な
の
で
す
。

　
今
後
は
こ
の
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
実
際
の
行
動
（
施
策
）
を
定

め
る
「
実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。

　
実
施
計
画
を
策
定
後
、事
業
所
・

団
体
・
市
民
と
市
（
行
政
）
が
協

働
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

み
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
公
募
市
民
・

団
体
代
表
な
ど
の
市
民
15
人
か
ら

な
る
「
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

会
」
と
市
役
所
内
の
推
進
組
織
で

あ
る
「
男
女
共
同
参
画
庁
内
推
進

会
議
」
と
が
連
携
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。

　
ま
た
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
声

か
ら
現
状
や
問
題
点
を
理
解
し
、

プ
ラ
ン
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市

民
意
識
調
査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

男女共同参画推進委員を募集します

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
実
現

し
て
い
く
の
？

誰
が
考
え
た
プ
ラ
ン
な
の
？

　市では、市民や各種団体代表などからさまざまな意見を集約し、施策

に反映するため「十日町市男女共同参画推進委員会」を設置しています。

　同委員会の現委員の任期満了に伴い、引き続き市の男女共同参画社会

づくりにご意見をいただける人を募集します。

○課題作文

　「日ごろ男女共同参画社会づくりについて考え

ていること」（400字程度）

○応募締切：５月24日㈮

○決定の通知

　５月下旬頃、結果を応募者全員に通知します。

○応募・問合せ

　企画政策課協働推進係

　〒948-8501　十日町市千歳町3丁目3番地

　☎757-3693　FAX752-4635

　電子メール　t-kikaku@city.tokamachi.lg.jp

○募集人員：３人

○任期：２年間（６月１日～平成27年５月31日）

○応募資格

・市内に３か月以上居住する20歳以上の男女

・１年に２回程度開催する会議（おおむね平日の

午後２時間程度）に出席できること

・公務員は、任命権者の承認を得られること

○応募方法

　応募用紙（本庁・各支所・各公民館・情報館に

配置予定）または任意の用紙に氏名・住所・性

別・生年月日・電話番号・職業を記載し、課題

作文を添えて、持参・郵送・ＦＡＸ・電子メー

ルのいずれかで右記まで提出してください。
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資　　金　　名 資 金 使 途 貸　　　　付　　　　対　　　　象

事
業
所
な
ど
商
売
に
関
連
す
る
も
の

企 業 設 置 資 金 企 業 設 置 資 金
市企業設置奨励条例により「奨励企業」の指定を受けた
企業
※設備投資額・新規雇用人数などの要件あり

新 規 創 業 支 援 資 金 運転・設備
市内で創業する具体的な計画を有する個人及び企業（創
業後５年を経過していないもの）。ただし、市税などを
完納している個人・法人

新 事 業 ・ 新 技 術 等
開 発 支 援 資 金

運転・設備
同一事業を６か月以上営み、市内で「新事業等開発」事
業を行う中小企業（企業グループ及び組合など含む）。
ただし、市税などを完納している個人・法人

中 小 企 業 振 興 資 金 運転・設備

市内に工場または店舗などを有し、かつ同一事業を６か
月以上営む中小企業者（製造業・建設業・運輸通信業・
卸売業・サービス業・小売業など）。ただし、市税など
を完納している個人・法人

地 方 産 業 育 成 資 金 運転・設備

市内に住所または事業所を有し、かつ同一事業を１年以
上営む中小企業者（鉱業・建設業・製造業・卸売業・小
売業・飲食業・運輸通信業・サービス業など）。ただし、
市税などを完納している個人・法人

小売商業等近代化資金
店舗新築・増築・
改築・改装・設備

市内に住所及び店舗を有し、引き続き同一事業を１年以
上営む小売業またはサービス業を営む人。ただし、市税
などを完納している個人・法人

経済景気対策特別資金 運　　転

市内に事業所を有し、引き続き同一事業を３年以上営み、
市税などを完納している中小企業者で、不況の影響によ
り直近３か月の売上（生産）高などが前年または前々年
の同期と比較して５%以上減少し、経営に支障をきたし
ている個人・法人

住
宅
な
ど
建
物
に
関
す
る
も
の

勤 労 者 住 宅 建 設 資 金
住 宅 新 築 ・
改築・購入

市内に自ら居住するための住宅を新築・改築・購入しよ
うとする勤労者。ただし、市税などの完納者

排 水 設 備 等 設 置 資 金
排 水 設 備 な ど の

設　　置

処理地区内における建築物の所有者または占有者で排水
設備などの設置工事を行う者。ただし、下水道受益者負
担金・市税などの完納者

克 雪 住 宅 づ く り 資 金
融雪式・耐雪式・
落 雪 式 住 宅 の 新
築・改 築・改 良

個人または法人（従業員30人未満）で市税などを完納
している者、かつ貸付金の償還が取扱金融機関の定める
条件に適合する者

そ
の
他

地域集会施設建設資金
地 域 集 会 施 設
新 改 築 ・購入・

土地購入

集会の場としての施設の新築、新築に準ずる改築・購入、
または集会施設の用に供する土地を購入する者

駐 車 場 設 置 資 金 駐 車 場 設 置
市長の定める区域内に自動車５台以上の収容能力を有す
る駐車場を新たに設置する者で、市内在住の個人または
法人など。ただし、市税などを完納している個人・法人

診 療 所 施 設 整 備 資 金
施設・医療機器購
入設置、用地購入

診療所の施設・設備・用地取得。ただし、十日町市中魚
沼郡医師会の会員で、会の承認を得た者

貸 付 限 度 額 貸 付 利 率 期　間 取 扱 金 融 機 関 問 合 せ

１億5,000万円
（市長特認２億円）

1.80%
11年以内

（据置１年含）

第四・北越・大光銀行、県
信用組合、上越信用金庫、
十日町農協 産業政策課

☎757-3139

2,000万円
信用保証付 2.00%
信用保証無 2.50%

運転資金
５年以内
設備資金
７年以内

（据置１年含）

2,000万円
信用保証付 2.10%
信用保証無 2.60%

10年以内
（据置１年含）

1,000万円
信用保証付 1.95%
信用保証無 2.45%

５年以内
（据置６か月含）

1,000万円

責任共有制度対象外
信用保証付   1.95％
責任共有制度対象
信用保証付   2.15％
信用保証無   2.45％

運転資金
５年以内
設備資金
７年以内

（据置６か月含）

3,000万円
信用保証付 1.95%
信用保証無 2.45% 

10年以内
（据置１年含）

1,000万円
信用保証付 1.80%
信用保証無 2.30%

７年以内
（据置２年含）

500万円
一 般 貸 付 2.30% 10年以内

労　働　金　庫
担 保 貸 付 2.20% 20年以内

100万円 2.20% ５年以内
第四・北越・大光銀行、県
信用組合、上越信用金庫、
十日町農協、労働金庫

上下水道局事務係
☎757-6531

融雪式・耐雪式 600万円
2.00% 15年以内

都市計画課建築住宅係
☎757-9935

落雪式 400万円

総事業費から、自己資
金・補助金・寄附金な
どを差し引いた額

2.40% 10年以内

第四・北越・大光銀行、県
信用組合、上越信用金庫、
十日町農協

企画政策課協働推進係
☎757-3693

営業用など１億円
そのほか1,000万円

2.40% ５～10年
産業政策課
☎757-3139

１億円 2.40% 10年以内
地域中核病院
建設推進室
☎757-3187

※貸付利率は、年度途中で変更する場合があります

有利な融資制度をご利用ください
●問合せ：表内の取扱金融機関または市役所担当課まで

市の融資制度紹介
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設
備
投
資
に
加
え
新
規
の
雇
用

が
あ
る
場
合
、
有
利
な
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
企
業

①
次
の
事
業
を
市
内
で
行
い
、
事

業
区
分
に
応
じ
た
設
備
投
資
と

新
規
雇
用
を
行
う
こ
と

ア
耕
種
農
業
、情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、

学
術
・
開
発
研
究
機
関
、
宿
泊

業
（
新
規
雇
用
３
人
以
上
）

イ
製
造
業
、運
輸
業
、建
設
業
（
新

規
雇
用
３
人
以
上
）

ウ
産
業
振
興
と
雇
用
創
出
に
資
す

る
と
市
長
が
認
め
た
事
業
（
新

規
雇
用
10
人
以
上
）

●
主
な
支
援
内
容

①
設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産
税

及
び
都
市
計
画
税
の
課
税
免
除

（
３
年
間
）

②
企
業
設
置
資
金
の
融
資
資
格
付

与
・
貸
付
限
度
額
＝
１
億
５
、
０
０

０
万
円（
市
長
特
認
は
２
億
円
）

・
利
率
＝
１
・
80
％

・
償
還
期
間
＝
11
年
以
内
（
据
置

１
年
含
む
）

③
設
備
投
資
費
を
借
り
入
れ
た
場

合
、補
給
金
の
交
付
（
５
年
間
・

上
限
は
年
度
末
残
高
の
１
％
）

④
事
業
用
地
取
得
費
の
30
％
を
助

成
（
上
限
３
、
０
０
０
万
円
）

⑤
事
業
用
地
造
成
費
の
30
％
を
助

成
（
上
限
１
、
０
０
０
万
円
）

⑥
新
規
雇
用
１
人
あ
た
り
10
～
20

万
円
を
補
助
（
上
限
２
、
０
０

０
万
円
）

　
市
内
の
事
業
所
が
自
社
製
品
・

技
術
な
ど
の
販
路
拡
大
を
図
る
た

め
、
展
示
会
や
見
本
市
な
ど
に
独

自
に
出
店
す
る
場
合
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
補
助
率
＝
２
分
の
１
（
１
回
あ

た
り
の
上
限
は
国
内
20
万
円
、

海
外
30
万
円
）

●
対
象
経
費
＝
出
展
料
、
用
品
レ

ン
タ
ル
料
、
広
告
宣
伝
費
※
海

外
は
運
送
費
、
渡
航
費
、
通
訳

経
費
も
対
象
（
対
象
経
費
の
下

限
は
国
内
出
展
10
万
円
以
上
、

海
外
出
展
20
万
円
以
上
）

　
雇
用
機
会
の
創
出
、
起
業
家
の

育
成
及
び
遊
休
資
産
の
活
用
促
進

を
図
る
た
め
、
空
き
工
場
な
ど
を

借
り
上
げ
て
事
業
を
行
う
場
合
、

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
＝
遊
休
工
場
な
ど

を
借
り
上
げ
て
事
業（
製
造
業
、

運
輸
業
、
建
設
業
、
情
報
サ
ー

ビ
ス
業
ほ
か
）
を
２
年
以
上
継

続
し
、
ま
た
活
用
開
始
日
の
前

後
３
か
月
以
内
に
２
人
以
上
を

新
た
に
常
用
雇
用
す
る
人
（
遊

休
工
場
な
ど
の
所
有
者
と
親
族

関
係
な
ど
が
無
い
こ
と
）

●
対
象
経
費
＝
遊
休
工
場
な
ど
の

活
用
に
要
す
る
賃
借
料

●
補
助
率
＝
２
分
の
１
（
常
用
雇

用
者
数
２
人
以
上
は
、
１
か
月

当
た
り
上
限
５
万
円
。
５
人
以

上
は
30
万
円
）

●
補
助
対
象
期
間
＝
２
年

　
市
内
の
事
業
所
が
以
下
の
事
業

を
行
う
場
合
、
基
本
給
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

①
高
度
技
術
者
育
成
支
援
事
業
技

術
水
準
向
上
の
た
め
、
従
業
員

を
研
究
機
関
な
ど
へ
派
遣
す
る

も
の

②
伝
統
産
業
技
術
継
承
支
援
事
業

伝
統
産
業
に
お
い
て
技
術
継
承

の
た
め
に
従
業
員
を
雇
用
す
る

も
の

※
対
象
と
な
る
従
業
員
は
、
①
②

共
に
雇
用
期
間
の
定
め
の
な
い

40
歳
未
満
で
、
雇
用
主
と
親
族

関
係
が
な
い
人

●
補
助
率
＝
２
分
の
１
。
限
度
額

は
①
月
額
10
万
円
、
②
月
額
５

万
円

●
申
込
み
期
限
＝
５
月
31
日
㈮

　
市
内
の
事
業
所
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格

を
取
得
ま
た
は
更
新
（
２
回
目
ま

で
）
す
る
場
合
、
補
助
対
象
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
経
費
＝
①
審
査
登
録

機
関
に
支
払
う
審
査
登
録
経

費
、
②
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
経

費
●
補
助
率
＝
取
得
の
場
合
は
２
分

の
１
（
上
限
50
万
円
）、
更
新

の
場
合
は
４
分
の
１
（
上
限
10

万
円
）

●
申
込
み
期
限
＝
６
月
28
日
㈮

　
雇
用
の
増
加
を
伴
わ
な
い
合
理

化
を
目
的
と
し
た
設
備
投
資
に
対

し
て
、
取
得
し
た
資
産
（
家
屋
・

償
却
資
産
）
の
固
定
資
産
税
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
減
免
し
ま
す
。

●
対
象
企
業
＝
市
内
に
本
社
を
置

く
製
造
業
、
繊
維
品
卸
売
業
、

農
畜
産
物
・
水
産
物
卸
売
業
、

宿
泊
業
の
経
営
者

●
対
象
資
産
＝
平
成
24
年
４
月
１

日
以
降
に
取
得
し
た
資
産
で
、

取
得
額
が
１
、
０
０
０
万
円
か

ら
２
億
円
ま
で
の
資
産

●
支
援
内
容
＝
取
得
し
た
資
産
に

係
る
固
定
資
産
税
に
対
し
て
、

課
税
標
準
額
が
３
、
０
０
０
万

円
ま
で
の
税
額
を
３
年
間
減
免

●
支
援
の
条
件

①
対
象
期
間
中
に
既
存
雇
用
人
数

を
維
持
す
る
こ
と（
増
加
不
要
）

②
市
の
企
業
設
置
奨
励
事
業
ま
た

は
他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

※
１
企
業
１
回
限
り
で
す

企
業
設
置
奨
励
事
業

販
路
拡
大
助
成
金
交
付
事
業

遊
休
工
場
等
活
用
促
進
事
業

設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産
税

の
減
免
事
業

ひ
と
づ
く
り
支
援
事
業

新
規

中
小
企
業
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証

取
得
等
支
援
事
業

新
規

※いずれの事業も市税などの滞納がある場合は

　利用できません

１・２・３！ステップアップ応援メニューを紹介します
●問合せ：産業政策課☎757-3139

産業政策課の各種支援制度紹介

る
場
合
は
上
限
70
万
円
）

　
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
と
企
業
の
生
産
活
動
継
続
を
目

的
と
し
て
、
製
造
工
場
の
耐
震
診

断
や
機
械
設
備
の
免
震
対
策
を
行

う
場
合
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
＝
市
内
に
所
在
す

る
製
造
工
場
の
所
有
者
ま
た
は

賃
借
人

●
耐
震
診
断
対
象
建
築
物
＝
建
築

確
認
を
取
得
し
、
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
着
工
し
て
、
延

べ
床
面
積
が
５
０
０
㎡
以
上
の

市
内
に
所
在
す
る
製
造
工
場

●
免
震
対
策
対
象
機
械
設
備
＝
製

造
工
場
内
に
お
い
て
実
際
に
製

品
の
生
産
に
関
わ
る
機
械
設
備

●
支
援
内
容

①
製
造
工
場
の
耐
震
診
断
に
要
し

た
費
用（
上
限
は
木
造
50
万
円
、

非
木
造
１
５
０
万
円
）

②
機
械
設
備
の
免
震
対
策
に
要
し

た
費
用
の
３
分
の
２
（
上
限
１

０
０
万
円
）

　
市
内
の
農
産
物
や
加
工
品
を
交

流
都
市
や
県
外
で
販
売
す
る
こ
と

に
よ
り
販
路
開
拓
及
び
市
場
調
査

に
取
り
組
む
も
の
に
対
し
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
＝
市
内
に
住
所
を

有
す
る
農
業
者
ま
た
は
食
品
加

工
業
者

●
対
象
経
費
＝
交
通
費
、宿
泊
費
、

車
両
借
上
料
（
レ
ン
タ
カ
ー
に

限
る
）　
　
　
　
　

●
支
援
内
容

①
補
助
対
象
者
が
新
規
に
物
産
展

を
開
催
ま
た
は
物
産
展
に
出
展

す
る
場
合
は
３
分
の
２
以
内

（
上
限
10
万
円
）　

②
過
去
に
出
展
し
た
こ
と
の
あ
る

物
産
展
に
出
展
ま
た
は
市
が
仲

介
す
る
物
産
展
に
出
展
の
場
合

は
２
分
の
１
以
内
（
上
限
10
万

円
）

　
商
店
街
団
体
な
ど
が
街
路
灯
や

ア
ー
ケ
ー
ド
灯
を
L
E
D
な
ど
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
イ
プ
に
す
る
事

業
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

●
補
助
対
象
事
業
＝
事
業
費
が
10

万
円
以
上
の
も
の

●
補
助
率
＝
３
分
の
１
以
内
（
上

限
３
０
０
万
円
）

　
飲
食
店
や
商
店
街
団
体
な
ど
が

誰
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

で
き
る
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置

す
る
こ
と
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
＝
宿
泊
業
・
飲
食

店（
酒
場
・
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
・
バ
ー
・

キ
ャ
バ
レ
ー
・
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ

を
除
く
）・
商
店
街
団
体
な
ど

●
補
助
対
象
事
業
＝
利
用
者
の
利

便
性
を
高
め
誘
客
を
促
進
す
る

た
め
に
行
う
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
導

入
で
、
い
ず
れ
の
通
信
事
業
者

の
端
末
機
器
で
も
接
続
を
可
能

と
す
る
装
置
を
区
域
内
に
設
置

す
る
事
業

●
補
助
対
象
経
費
＝
フ
リ
ー
ス
ポ

ッ
ト
設
置
に
係
る
機
材
の
購
入

費
及
び
設
定
費
、
電
波
範
囲
の

調
査
費
、
工
事
費
な
ど
の
導
入

経
費
と
す
る
（
消
費
税
な
ど
を

除
く
）。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
に
要
す
る
経
費

（
光
回
線
終
端
装
置
よ
り
上
位

の
機
材
購
入
費
、設
置
費
な
ど
）

は
、
対
象
外
と
す
る

●
補
助
額
＝
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
（
個
店
に
設
置
す

る
場
合
は
上
限
４
万
円
、
商
店

街
団
体
な
ど
の
区
域
に
設
置
す

商店街など
補助金

中小企業関係
補助金

商
店
街
エ
コ
な
街
路
灯
整
備
事
業

飲
食
店
等
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
設

置
支
援
事
業
補
助
金

も
の
づ
く
り
工
場
耐
震
診
断
等

支
援
事
業

十
日
町
市
産
地
直
送
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
支
援
事
業
補
助
金

産業

企業支援政策集「創」もご用意しています。産業政策課へご相談ください
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親子でハッピー　  笑顔で子育てしませんか
●問合せ：生涯学習課社会教育係☎757-8918

子育て活動紹介

　市内には、子育てを支援するため、市民

が取り組んでいる活動や市が実施する教室

がたくさんあります。レクリエーション・

読み聞かせ・自然体験などさまざまな活動

を通して、子どもの心と体を育む支援をし

ます。ぜひ参加してみませんか。

※活動の日程や内容は変わる場合がありま

すので、各団体に確認してください。翌

月のスケジュールを毎月25日号の市報

でお知らせします

親子で遊ぶ・ママ友づくりをしながら学ぶ　　
　レクリエーションや遊びを通して、親子でスキンシップしながら、親同士の交流にもつながります。

教室・団体名／内容 会場 ・時間 対　象 会　費 問合せ

■すこやかランド
保護者のためのレクリエ
ーション・ 遊びながら親
子のスキンシップ

中央公民館（学校町１） 
毎月第２水曜日 
　午前10時～ 11時 
※第４水曜日は自由解放

生後４か月
～１歳未満
の乳児とそ
の保護者

無　料

中央公民館 
☎757-5011

■なかよしランド
リズム・手遊び・遠足・
季節の行事など

市民体育館（学校町１） 
※降雪期はサンクロス十日町 
毎週火曜日 
　午前10時～ 11時

１歳から就
園前の子ど
もとその保
護者

年会費
4,000円

■いっしょにあそぼ
音楽に合わせて運動・遊
び場提供など

水沢公民館（土市３） 
毎週木曜日 
　午前10時～ 11時

就園前の子
どもとその
家族

無　料
水沢公民館 
☎758-3101

■親子あそびの会ほっぺ
親子あそび・体操・遠足・
季節の行事など

千手中央コミュニティセンター
（中央町） 
月３回（水曜日） 
　午前９時30分～ 11時30分

就園前の子
どもとその
家族

年会費
2,000円 

※ほかに実費
　負担あり

春日克美
☎090-4939-
7967

■橘にこにこルーム
親子あそび・体操・遠足・
季節の行事など　　

川西高齢者コミュニティセンター
（仁田） 
毎月第１・３金曜日 
　午前９時30分～ 11時30分

就園前の子
どもとその
家族

無　料
※実費負担の
　場合あり

子育て支援セン
ターえくぼ内
☎768-2352

■わらべっこ
お茶会とワークショップ

中央公民館・本城院護国寺
（本町１）
毎月１回　不定期
　午前９時30分～正午

親子または
親のみ

お茶会
300円

ワークショップ
500円

服部昌子
☎090-6968-
3110
Email：
warabekko@
icloud.com

■まるっとかふぇ
お茶会、セミナーなど

中央公民館
毎月第２金曜日
　午前10時～正午

親子
お茶会
200円

親子あそびの
会ほっぺ
☎090-4939-
7967（春日）
十日町おやこ
劇場
☎090-2548-
0507（丸山）

読み聞かせ・芸術にふれて心を育む

体験活動を通して学ぶ

　読み聞かせや芸術の鑑賞は、子どもの心を育み、親子のきずなを深める良い機会です。

団体名 会場・時間 対　象 会　費 問合せ

■十日町おやこ劇場

中央公民館
「わくわくキッズ」
第１・３木曜日
　午前10時45分～
※観賞会の詳細は、市報でお知
　らせします

乳幼児、小・
中学生～大
人まで

鑑賞用積立て月
700円（年中児
以上、4人目か
ら300円）

丸山
☎・FAX
752-6739
または、
☎090-2548-
0507

■おはなしの会「ふきのとう」
絵本読み聞かせ・紙芝居・
パネルシアター・手遊び
など

千手中央コミュニティセンター
毎月第３土曜日 
　午前10時～ 10時30分

乳幼児～小
学３年生く
らい

無　料
川西公民館 
☎768-2308

■おはなしひろば
絵本読み聞かせ・紙芝居・
プラネタリウムでのお話
など

中里公民館（上山） 
毎月第２土曜日 
　午前10時～ 11時 
※内容により変更あり

幼児～小学
３年生

無　料
中里公民館 
☎763-2493

■読み聞かせの会どんぐり
絵本読み聞かせ・紙芝居・
パネルシアター・手遊び
など

情報館（西本町２） 
毎月第３土曜日 
　午後２時～３時

幼児～小学
３年生

無　料

情報館 
☎750-5100

■おはなしぴよぴよ
絵本読み聞かせ・紙芝居

情報館 
毎週土曜日（第３土曜日を除く） 
　午前10時30分～ 11時

乳幼児 無　料

■おはなし「たまてばこ」
絵本読み聞かせ・紙芝居・
パネルシアター・手遊び
など

情報館 
毎月第２木曜日 
　午前10時～ 11時

乳幼児とそ
の保護者

無　料

■おはなしたんぽぽ
絵本の読み聞かせ、紙芝
居など

情報館松代分室（松代支所３階）
毎月第２土曜日
乳幼児向け：午前10時30分～
低学年向け：午後１時30分～

乳幼児と小
学校低学年

無　料
松代分室
☎597-2615
　　

　自然体験やレクリエーション活動を通して、子どもの自立心を育みます。地域の行事にも協力します。

教室・団体名 会場・期日 対　象 会　費 問合せ

■アドベンチャースクール 
自然体験・野菜作り体験・
都会の子どもとの交流など

中央公民館ほか
月１回、土曜日（予定）
※内容によって変更あり

小学４～６年生
年会費3,000円 
※内容によっては
　実費負担あり

中央公民館 
☎757-5011

■ボーイスカウト
キャンプ・スキー・奉仕
活動などの野外活動

来迎寺ほか野外
月２回、土曜日または
日曜日、午前中または
終日

小学１～５年生
※１・２年生は
　保護者同伴

入会時3,000円
月2,000～2,500円

根津明義 
☎757-5077

■十日町ネイチャーゲームの会
遊びを通して自然に親し
み、自然への気づきを学
びます

指導員を派遣します。
子ども会・ＰＴＡ活動
など、派遣希望日を相
談してください。

幼児～
派遣料は相談して
ください

野上ナオ 
☎757-8844 
岡村和博 
☎757-5076



催
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催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

12市報とおかまち　平成25年４月25日号
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

７
、
携
帯
０
９
０

｜

１
６
０
５

｜

７
６
１
４
）

無
料

ケ
ン
ジ
・
ス
テ
フ
�
ン
・
ス
ズ

キ
さ
ん
（
デ
ン
マ
ー
ク
在
住
の

環
境
活
動
家
）

環
境
衛
生
課
環
境
企
画
係
（
☎

７
５
２

｜

３
９
２
４
）

　「
稲
穂
の
国
の
食
文
化
」
と
題

し
て
学
習
し
ま
す
。

５
月
21
日
㈫
午
後
2
時
30
分
～

4
時

本
町
分
庁
舎

先
着
30
人

無
料

権
平
康
子
さ
ん
（
安
全
な
食
べ

物
を
求
め
る
会
会
長
）

市
消
費
者
協
会
で
は
平
成
25
年

度
新
会
員
募
集
中
で
す

・
　
市
消
費
者
協
会
事
務
局

（
産
業
政
策
課
商
工
振
興
係
内

☎
７
５
７

｜

３
１
３
９
）

た
除
細
動
・
気
道
異
物
除
去
な

ど満
15
歳
以
上

１
、
５
０
０
円
（
教
材
代
・
保

険
料
）

先
着
30
人
※
申
込
み
が
３
人
以

下
の
場
合
は
中
止

・
　
各
開
催
日
の
7
日
前
ま
で

に
安
全
奉
仕
団
十
日
町
分
団
事

務
局
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎

７
５
０

｜

５
０
１
０
）

　
山
菜
を
味
わ
っ
て
東
京
十
日
町

会
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
す
。

　
５
月
11
日
㈯
正
午
～
午
後
２
時

30
分
※
受
付
午
前
11
時
30
分

　
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町

　
５
、
０
０
０
円

４
月
30
日
㈫

　
・
　
観
光
交
流
課
観
光
企
画
係

（
☎
７
５
７
―
３
１
０
０
）

か
、催
し
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

５
月
６
日
㈷
ま
で

情
報
館

撮
影
に
使
用
し
た
「
図
書
館
の

自
由
に
関
す
る
宣
言
」
巨
大
パ

ネ
ル
・
台
本
・
制
服
の
展
示
、

映
画
チ
ケ
ッ
ト
が
当
た
る
図
書

館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
対
象

：

情
報
館
で
本
を
借
り
る
か
利
用

申
し
込
み
を
し
た
人
）
な
ど

４
月
27
日
㈯
は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
行

情
報
館
（
☎
７
５
０

｜

５
１
０

０
）

５
月
６
日
㈷
午
前
11
時
～
午
後

２
時

下
条
神
明
水
辺
公
園
※
雨
天
時

は
旧
東
下
組
小
学
校
体
育
館

下
条
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、

オ
ペ
ラ
（
庄
司
亜
美
さ
ん
）、

き
も
の
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
�
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
、
宮
城
県
産
物
販

売
、
地
元
山
菜
の
販
売
な
ど

水
落
（
☎
０
９
０

｜

５
３
１
８

｜

６
７
６
０
）

第
５
回
「
山
の
ご
っ
た
く
祭
」

日会内問
環
境
衛
生
課
環
境
企
画
係
（
☎

７
５
２

｜

３
９
２
４
）

た
い
人
・
団
体
な
ど

大
人
７
０
０
円
、
幼
児
３
０
０

円先
着
30
人

・
　
ひ
と
サ
ポ
窓
口
（
☎
７
６

１

｜

７
４
４
４
）

十
日
町
市
災
害
復
興
支
援

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　
き
れ
い
な
街
づ
く
り
を
目
指
し

て
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
。
終
了
後
は

花
の
苗
を
贈
呈
し
ま
す
。

４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
午
前

９
時
～
11
時

集
合
場
所
＝
妻
有
大
橋
付
近
河

川
敷
（
メ
ー
ン
会
場
）、
実
施

場
所
＝
信
濃
川
河
川
敷
、
国
・

県
・
市
道
、
駅
前
広
場
ほ
か

日

問

十
日
町
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
十
日
町
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

５
月
８
日
㈬
午
後
６
時
30
分
～

８
時

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

環
境
講
演
会

坂
口
安
吾
ま
つ
り
in
松
之
山

日会

￥問 講
５
月
12
日
㈰
午
後
５
時
※
開
場

４
時
30
分
～

市
民
会
館

入
場
料
５
０
０
円
※
中
学
生
以

下
無
料

●
出
演
＝
父
辛
子
、
フ
�
イ
ブ
・

コ
メ
ッ
ツ
ほ
か

　
ラ
ン
チ
を
囲
ん
で
、
ま
ち
づ
く

り
や
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ

と
を
話
し
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
用

メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

５
月
20
日
㈪
午
前
11
時
～
午
後

１
時

お
か
あ
の
台
所
Ｚ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ａ 

（
本
町
４
）

市
民
活
動
に
興
味
が
あ
る
人
、

参
加
者
に
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し

日日 会会対 ￥

￥定

映
画
「
図
書
館
戦
争
」

公
開
記
念
イ
ベ
ン
ト
in

十
日
町
情
報
館

　
情
報
館
が
舞
台
の
一
部
と
な
っ

た
「
図
書
館
戦
争
」
の
撮
影
の
軌

跡
を
パ
ネ
ル
と
し
て
展
示
す
る
ほ

日会内問 他

●入館料：大人500円、小・中・高生300円
　（市内小・中学生は無料）
●参加費：大人500円、小・中・高生300円
●集合場所・問合せ：キョロロ  ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

日　時・テーマ

３日㈷ 午後１時〜２時30分：山菜探し

４日㈷・５日㈷・12日㈰・26日㈰
午後１時〜２時30分：里山の生き物探険

６日㈷ 午前10時〜正午：美人林撮影会（参
加費：2,000円※入館料・昼食含む）

11日㈯ 午後１時〜３時：アリ調査（無料）

18日㈯ 午後１時30分〜４時：花ごよみ調査

19日㈰ 午後１時〜２時30分：草木を学ぶ会

25日㈯ 午前４時30分〜７時30分：探鳥会、
午後７時〜９時：野鳥集会（夜）（無料）

26日㈰ 午前４時30分〜７時30分：大探鳥会
（無料）

 「森の学校」キョロロ
５月の里山体験プログラム

　
当
日
朝
採
れ
た
て
の
山
菜
を
提

供
。
ほ
か
に
も
そ
ば
、
お
米
、
地

酒
で
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

５
月
12
日
㈰
正
午
～

旧
飛
渡
第
二
小
学
校

大
人
（
男
性
）
３
、
０
０
０
円

大
人
（
女
性
）
２
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
５
０
０
円

５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）

・
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
岩

田
（
☎
・
　
７
５
９

｜

２
１
１

第
６
回 

山
菜
祭
り
in
三
ケ
村

日会￥

問

〆申

Ｆ

／
　
５
月
12
日
㈰
／
本
町
分
庁

舎
、
５
月
19
日
㈰
／
津
南
町
総

合
セ
ン
タ
ー
、
各
会
場
午
後
１

時
～
５
時

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い

　
安
吾
も
た
び
た
び
訪
れ
た
村
山

家
旧
宅
で
の
催
し
で
す
。

５
月
11
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

大
棟
山
美
術
博
物
館

５
０
０
円

第
１
部
＝
朗
読

：

松
之
山
伝

説
、
第
２
部
＝
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン

：

テ
ー
マ
「
安
吾
と
喜
久

と
小
菊
荘
画
譜
」、
第
３
部
＝

語
り

：

演
目
「
紫
大
納
言
」
第

４
部
＝
懇
親
会

坂
口
綱
男
さ
ん
（
坂
口
安
吾
の

長
男
、
写
真
家
） 

ほ
か

・
　
松
之
山
安
吾
の
会
（
松
之

山
商
工
会
内
☎
５
９
６

｜

２
１

７
４
）

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

日内対定 ￥

会問

申

　
１
月
発
刊
の
写
真
集
に
掲
載
さ

れ
た
写
真
の
一
部
を
展
示
し
ま
す
。

４
月
26
日
㈮
～
29
日
（
昭
和
の

日
）

情
報
館

無
料

高
橋（
☎
７
５
７

｜

２
４
２
１
）

写
真
展
・
飯
舘
村 

全
国
巡
回
展

日会会 ￥問

　古代日本の根本である縄

文文化の迫力を体感できる

写真展です。

５月18日㈯まで午前９

時～午後５時

５月7日㈫・13日㈪

300円※中学生以下無料

・　博物館

（☎757-5531）

日

休

￥

会 問

日

日

会

会

￥

￥内

〆
第
11
回
山
菜
と
田
舎

ご
っ
つ
ぉ
を
味
わ
う
会

問

申●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
＝
中
央
公
民

館
・
イ
ト
ウ
楽
器
・
オ
ギ
ノ
楽

器
ほ
か

中
央
公
民
館
（
☎
７
５
７

｜

５

０
１
１
）

問

問

申

　２～３日で誰でも彫れるようになります。できた作品は家

で飾ったり展覧会に出品したりできます。

５月18㈯～５月25日㈯

午前９時～午後６時

※土日を利用した３日

　間コースと８日間参

　加自由選択コースが

　あります

笹山縄文遺跡広場（中条上町）

高校生以上

2,000円※石材・工具利用代・保険料を含む

10人

藤巻秀正さん・漆山昌志さんほか（十日町石彫会会員）

５月10日㈮

電話または直接、中央公民館（☎757-5011）

十日町石彫会・小林（☎080-1096-0395）

日

講

〆

対

定

￥

会

問

申

初心者石彫教室参加者募集 信濃川の石で彫刻づくり

笹山縄文遺跡広場（中条上町）

十
日
町
市
消
費
者
協
会

通
常
総
会
記
念
講
演
会

多
世
代
交
流

ひ
と
サ
ポ
・
ラ
ン
チ
会

日会定￥講他申

問

ⓒ2011 SHIGEZAWA
撮影協力：クロステン

講

問

申　
国
土
交
通
省
で
は
、
信
濃
川
水

系
河
川
整
備
計
画
（
原
案
）
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
原
案
で
は
堤
防

整
備
な
ど
、
今
後
概
ね
30
年
間
の

信
濃
川
の
整
備
内
容
を
定
め
て
い

信
濃
川
水
系
河
川
整
備
計
画

（
原
案
）
の
住
民
懇
談
会

滋
澤
雅
人
縄
文
遺
産
写
真
展

起
動
せ
よ
太
古
の
イ
ブ
キ
、
縄
文
の
夜ヨ

神カ

楽グ
ラ



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

14市報とおかまち　平成25年４月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成25年４月25日号15

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

・
　
博
物
館(

☎
７
５
７

｜

５

５
３
１)

月
２
日
㈫
・
９
日
㈫
、
16
日
㈫

（
各
４
回
）

キ
ー
ボ
ー
ド
で
文
字
入
力
が
で

き
る
人

集
計
表
や
グ
ラ
フ
作
成
な
ど
、

便
利
な
表
計
算

【
エ
ク
セ
ル
復
習（
入
門
〜
中
級
）】

７
月
23
日
㈫
・
30
日
㈫
・
８
月

６
日
㈫
午
後
７
時
～
９
時
（
３

回
）

「
エ
ク
セ
ル
入
門
」
を
受
講
し

た
人
ま
た
は
エ
ク
セ
ル
で
簡
単

な
表
が
作
れ
る
人

演
習
問
題
を
中
心
に
入
門
講
座

で
学
ん
だ
内
容
の
復
習

〈
共
通
〉

３
回
の
コ
ー
ス
３
、
０
０
０
円

４
回
の
コ
ー
ス
４
、
０
０
０
円

先
着
18
人
※
申
込
み
が
５
人
以

下
の
コ
ー
ス
は
中
止
の
場
合
あ

り・
　
・
　
は
が
き
な
ど
で
①
希

望
コ
ー
ス
②
郵
便
番
号
③
住
所

④
氏
名
⑤
電
話
番
号
を
明
記
し

て
〒
９
４
８
―
０
０
７
２
十
日

町
市
西
本
町
２
　
情
報
館
（
☎

７
５
０
―
５
１
０
０
、　
７
５

０
―
５
１
０
３
）
※
電
話
申
込

み
可

生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７

｜

８

９
１
８
）

｜

２
３
２
３
）

と
い
う
人
を
対
象
に
、
日
本
語
を

わ
か
り
や
す
く
、
や
さ
し
く
教
え

る
講
座
で
す
。
日
本
語
で
困
っ
て

い
る
人
、参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

６
月
４
日
㈫
～
10
月
15
日
㈫

（
全
20
回
）
午
前
10
時
～
11
時

30
分

中
央
公
民
館

外
国
人

４
、
０
０
０
円

日
本
語
に
よ
る
会
話
や
音
楽
鑑

賞
、
書
き
取
り
な
ど

筆
記
用
具

児
玉
尚
さ
ん

・
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
中

央
公
民
館
（
電
話
７
５
７

｜

５

０
１
１
、　
７
５
７

｜

５
０
１

０
）

ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聴
か

せ
く
だ
さ
い
。

５
月
21
日
㈫
午
後
６
時
30
分
～

８
時
30
分

ク
ロ
ス
テ
ン

計
画
原
案
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。〔
信

濃
川
水
系
河
川
整
備
計
画
〕
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い

信
濃
川
河
川
事
務
所
調
査
課 

（
☎
０
２
５
８
―
32
―
３
２
４

３
）

包
丁
研
ぎ
・
基
本
料
理
・
魚
料

理
・
和
食
・
中
華
・
洋
食
・
お

つ
ま
み
な
ど

５
月
31
日
㈮

・
　
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え

て
中
央
公
民
館
（
☎
７
５
７

｜

５
０
１
１
、　
７
５
７

｜

５
０

１
０
）

中
央
公
民
館
成
人
講
座

男
子
厨
房
に
入
ろ
う
！
男
の
料
理
教
室

　
今
ま
で
全
く
料
理
を
し
た
経
験

が
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
楽
し

く
実
習
し
な
が
ら
、
人
の
輪
を
広

げ
ま
せ
ん
か
。

６
月
11
日
㈫
～
11
月
26
日
㈫

（
全
12
回
）
午
後
７
時
～
９
時

中
央
公
民
館

成
人
男
性

３
、
０
０
０
円

先
着
20
人

　「
日
本
語
で
の
会
話
や
読
み
書

き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

日

日会

〆

内 対

会内 対定 ￥

￥

　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
製
オ
フ
ィ

ス
２
０
０
７
使
用
の
講
習
で
す
。

【
初
め
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
】

５
月
21
日
㈫
～
23
日
㈭
午
後
２

時
～
４
時
（
３
回
）

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
る
人

電
源
の
入
れ
方
、マ
ウ
ス
操
作
、

文
字
入
力
な
ど
の
基
礎

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
入

門
】６

月
４
日
㈫
～
６
日
㈭
午
後
２

時
～
４
時
（
３
回
）

キ
ー
ボ
ー
ド
で
文
字
入
力
が
で

き
る
人

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
検
索
、

電
子
メ
ー
ル
な
ど

【
ワ
ー
ド
入
門
】

５
月
28
日
㈫
～
31
日
㈮
午
後
２

時
～
４
時
、
６
月
７
日
㈮
・
14

日
㈮
・
21
㈮
・
28
日
㈮
午
後
７

時
～
９
時
（
各
４
回
）

キ
ー
ボ
ー
ド
で
文
字
入
力
が
で

き
る
人

レ
イ
ア
ウ
ト
や
写
真
挿
入
な

ど
、
見
や
す
い
文
書
作
成

【
ワ
ー
ド
復
習
（
入
門
〜
中
級
）】

７
月
５
日
㈮
・
12
日
㈮
・
19
日

㈮
午
後
７
時
～
９
時
（
３
回
）

「
ワ
ー
ド
入
門
」
を
受
講
し
た

人
ま
た
は
ワ
ー
ド
で
簡
単
な
文

章
が
作
れ
る
人

演
習
問
題
を
中
心
に
入
門
講
座

で
学
ん
だ
内
容
の
復
習

【
エ
ク
セ
ル
入
門
】

６
月
18
日
㈫
～
21
日
㈮
午
後
２

時
～
４
時
、
６
月
25
日
㈫
・
７

平
成
25
年
度
情
報
館
主
催

第
１
期
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
習

日

日日日日

日

対内内内

内

内 対対対

対対

「
５
月
の
番
組
情
報
」

●
投
影
日
＝
５
日
（
こ
ど
も
の

日
）・
12
日
㈰
・
19
日
㈰
・
26

日
㈰
午
前
11
時
～
11
時
45
分

定
期
番
組

：

５
月
の
星
空

企
画
番
組

：

土
星
～
リ
ン
グ
の

秘
密

中
里
公
民
館
（
☎
７
６
３

｜

２

４
９
３
）

問 内
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
市
内
の
史
料
を
テ
キ
ス
ト
に
し

て
、
郷
土
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

６
月
～
26
年
３
月
の
隔
週
土
曜

日(

全
17
回)

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
※
初
回
は
６
月
８
日

で
す
。
初
回
に
日
程
表
を
配
布

２
、５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
初
回
に
集
金

先
着
20
人

林
悦
郎
さ
ん（
博
物
館
友
の
会
・

古
文
書
研
究
グ
ル
ー
プ
）

５
月
31
日
㈮

・
　
・
　
申
込
書
（
博
物
館
・

情
報
館
・
公
民
館
に
配
置
）
で

博
物
館
（
☎
７
５
７

｜

５
５
３

１
）

平
成
25
年
度
古
文
書
入
門
講
座

古
文
書
に
親
し
む

日￥

会

定

問

申

講

〆

６
月
11
日
㈫
～
12
日
㈬

1
日
目
は
午
後
１
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分
、
２
日
目
は
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

危
険
物
取
扱
者
乙
種
第
四
類

試
験
受
験
準
備
講
習
会

日会問 〆

ク
ロ
ス
テ
ン
手
織
り
講
座
第
２
弾

「
シ
ョ
ー
ル
」
手
織
り
講
座

６
月
21
日
㈮
～
８
月
９
日
㈮
の

毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分

ク
ロ
ス
テ
ン

１
６
、
０
０
０
円
（
材
料
費
１

１
、
０
０
０
円
前
後
）
※
初
回

前
納

６
人
※
初
心
者
可

市
村
久
子
さ
ん（
伝
統
工
芸
士
）

第
３
弾
「
き
も
の
」
講
座
も
あ

り
ま
す

５
月
31
日
㈮

・
　
ク
ロ
ス
テ
ン
（
☎
７
５
７

日会￥定講他

問

申 〆

６
月
２
日
㈰
ま
で
午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時
※
入
館
は
４
時

30
分
ま
で

火
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

星
と
森
の
詩
美
術
館

一
般
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生

２
０
０
円

星
と
森
の
詩
美
術
館
（
☎
７
５

２

｜

７
２
０
２
）

生
誕
１
０
０
年

星
襄
一
展
Ⅰ
〜
郷
愁
を
胸
に
〜

休 日会￥問 　
普
段
は
収
蔵
庫
に
あ
る
土
器
を

展
示
し
て
、
市
内
に
お
け
る
縄
文

土
器
の
移
り
変
わ
り
を
紹
介
し
ま

す
。6

月
2
日
㈰
ま
で

月
曜
日
※
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
火
曜
日
（
た
だ
し
４
月
30

日
は
開
館
）

高
校
生
以
上
３
０
０
円
※
中
学

生
以
下
無
料
　

日休￥会

問
春
季
特
設
展
示

「
縄
文
土
器
の
変
遷
」

問

申

Ｆ

ク
ロ
ス
テ
ン

６
月
４
日
㈫

十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
７
５
７

｜

１
５
５
７
）

　
新
潟
県
立
自
然
科
学
館
内
の
特

設
ス
ペ
ー
ス
で
「
森
の
学
校
」
キ

ョ
ロ
ロ
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
県
内
の
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
博
物
館
を
紹

介
す
る
一
環
で
、
市
内
に
生
息
す

キ
ョ
ロ
ロ
開
館
10
周
年
事
業
第
１
弾

新
潟
県
立
自
然
科
学
館
と

の
コ
ラ
ボ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば

申

問

Ｆ

持講
本
町
分
庁
舎
ぽ
ぽ
ろ
広
場

重
野
桂
二
作
品
展

　
郷
土
の
四
季
を
描
き
続
け
る
重

野
さ
ん
の
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

５
月
30
日
㈭
ま
で
午
前
８
時
30

分
～
午
後
９
時

本
町
分
庁
舎

無
料

生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７

｜

８

９
１
８
）

日会￥問　
新
潟
な
ら
で
は
の
「
光
」
を
と

ら
え
た
写
実
作
品
で
す
。

５
月
31
日
㈮
ま
で
※
照
明
は
午

後
７
時
ま
で

本
町
分
庁
舎

日会

問

本
町
分
庁
舎
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

髙
橋
正
則
展

問 会他　
森
の
中
の
神
社
で
行
う
弦
楽
四

重
奏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

５
月
25
日
㈯
午
後
５
時
～
６
時

30
分

西
田
尻
神
社
境
内

高
校
生
以
上
１
、
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
５
０
０
円
、
小
学

生
未
満
無
料
※
ワ
ン
ド
リ
ン
ク

付
き

１
０
０
人

指
揮
者

：

草
川
幸
雄
さ
ん
、
演

奏
団
体

：

響
、
中
里
支
所
か
ら

の
送
迎
バ
ス
あ
り
※
要
予
約

５
月
20
日
㈪

・
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
市

観
光
協
会
中
里
事
務
所
（
☎
７

森
の
妖
精
も
聞
き
入
る
神
秘
の
世
界
へ

神
社
コ
ン
サ
ー
ト

６
３

｜

３
１
６
８
、　
７
６
３

｜

２
０
４
４
）

日会定 ￥申

問

Ｆ

他〆 日

内定 ￥

申

会

問

る
絶
滅
危
惧
種
の
生
体
展
示
や
、

春
の
里
山
を
舞
う
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の

標
本
展
示
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
期

間
中
は
相
互
の
入
館
料
が
１
０
０

円
引
き
に
な
る
優
待
券
を
発
行
し

ま
す
。

●
期
日
＝
４
月
～
９
月（
第
１
期
）

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
☎

５
９
５

｜

８
３
１
１
）

問

Ｆ



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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点
字
を
通
し
て
目
の
不
自
由
な

人
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

／
　
毎
月
第
２
水
曜
日
午
後
１

時
～
２
時
30
分
／
本
町
分
庁

舎
、
午
後
７
時
30
分
～
９
時
／

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

明
窓
会
片
桐
（
☎
０
９
０
―
２

２
１
７
―
５
５
４
１
）

点
字
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日

会

問問

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学
び
、
就

職
を
希
望
す
る
人
※
初
心
者
も

受
講
可

10
人

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

6
月
5
日
㈬

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
☎
０
２
５
―
７
９
４
―
２
４

１
０
）  

不
用
に
な
っ
た
着
物
や
半
端
布

（
正
絹
・
綿
の
み
）
を
譲
っ
て
く

だ
さ
い
。
５
月
20
日
㈪
ま
で
に
事

務
局
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
返
却
で
き
ま
せ
ん

き
も
の
の
街
の
キ
ル
ト
展
実
行

委
員
会
事
務
局
（
市
観
光
協
会

内
☎
７
５
７

｜

３
３
４
５
）

業
主
か
ら
就
任
の
承
諾
が
得
ら

れ
る
人

●
募
集
人
数
＝
５
人

●
任
期
＝
６
月
１
日
か
ら
２
年
間

結
果
は
５
月
下
旬
に
応
募
者
全

員
に
通
知
し
ま
す

５
月
10
日
㈮

・
　

応
募
用
紙
（
市
民
生
活

課
国
保
係
に
配
置
）に
作
文（
テ

ー
マ

：

「
国
保
や
医
療
・
健
康

な
ど
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ

と
」、
４
０
０
字
程
度
）
を
添

え
て
市
民
生
活
課
国
保
係
（
☎

７
５
７

｜

３
７
３
５
）

「
私
が
望
む
市
役
所
改
革
」、
４

０
０
字
程
度
、
様
式
自
由
）
を

添
え
て
総
務
課
市
役
所
改
革
推

進
係（
☎
７
５
７

｜

９
７
８
７
）

６
月
16
日
㈰
午
前
11
時
～
午
後

３
時
30
分
（
受
付
10
時
45
分
～)

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

（
湯
沢
町
）

独
身
で
男
性
は
28
～
45
歳
の
十

日
町
市
・
津
南
町
・
魚
沼
市
・

南
魚
沼
市
・
湯
沢
町
在
住
か
勤

務
者
、
女
性
は
25
～
45
歳
の
国

内
在
住
者

男
性
４
、
０
０
０
円
、
女
性
２
、

０
０
０
円

男
女
各
30
人
※
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選

男
性
は
当
日
ネ
ク
タ
イ
着
用

５
月
31
日
㈮

・
　
申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

郵
送
で
雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
塩
沢
商
工
会

内
☎
０
２
５
―
７
８
２
―
１
６

５
３
、　
０
２
５
―
７
８
２
―

４
０
４
４
）

Ｆ

て
作
り
ま
す
。
※
各
自
で
揃
え
て

も
ら
う
道
具
が
あ
り
ま
す

第
１
・
３
木
曜
日
午
後
７
時
30

分
～

【
全
体
学
習
】

　
コ
ー
ス
学
習
で
は
学
べ
な
い
こ

と
を
学
級
全
体
で
学
習
し
ま
す
。

第
２
木
曜
日
午
後
７
時
30
分
～

【
そ
の
他
】

　
ほ
か
に
次
の
よ
う
な
行
事
を
全

体
で
行
い
ま
す
。

●
歓
迎
交
流
会
（
５
月
25
日
㈯
）

●
青
年
学
級
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
９
月
21
日
㈯
）
※
青
年
学
級

生
が
講
師
と
な
り
、
普
段
学
ん

で
い
る
内
容
を
小
学
生
に
教
え

る
行
事

●
中
央
公
民
館
ま
つ
り
へ
の
参
加

（
10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
）

●
雪
像
づ
く
り
（
２
月
）

５
月
16
日
㈭
（
開
級
式
）
※
定

員
に
達
し
な
い
コ
ー
ス
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す

・
　
申
込
書
（
中
央
公
民
館
に

配
置
）
に
学
習
活
動
費
を
添
え

て
中
央
公
民
館
（
☎
７
５
７
―

５
０
１
１
）

十
日
町
青
年
学
級
生
募
集
　
〜
若
者
の
仲
間
づ
く
り
と
学
び
の
場
〜

【
料
理
コ
ー
ス
】

　
男
性
で
も
女
性
で
も
、
家
庭
生

活
に
生
か
せ
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
料
理
を
学
び
ま
す
。

第
１
・
３
・
４
木
曜
日
午
後
７

時
～

【
動
画
・
映
像
づ
く
り
コ
ー
ス
】

　
画
像
の
撮
影
技
術
を
学
び
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
作
り
ま
す
。

第
１
・
３
木
曜
日
午
後
７
時
30

分
～

【
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
】

　
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
基
本
機

能
か
ら
仕
事
な
ど
で
活
用
で
き
る

便
利
な
機
能
ま
で
学
び
ま
す
。

第
１
・
３
・
４
木
曜
日
午
後
７

時
30
分
～

【
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
コ
ー
ス
】

　
弾
き
語
り
を
目
指
し
て
基
礎
か

ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。
初
心
者
も

大
歓
迎
で
す
。
※
ギ
タ
ー
を
持
っ

て
い
な
い
人
は
、
開
級
式
で
講
師

が
助
言
し
ま
す

第
１
・
３
木
曜
日
午
後
７
時
30

分
～

【
ア
マ
チ
ュ
ア
木
工
コ
ー
ス
】

　
実
生
活
で
使
え
る
手
軽
な
木
工

作
品
を
、
鋸
や
金
槌
な
ど
を
使
っ

日日日日

　
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
り
、
友

達
作
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
共
通
事
項
〕

５
月
16
日
㈭
～
26
年
３
月
13
日

㈭中
央
公
民
館

18
～
35
歳
（
昭
和
53
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）
※
着

付
け
コ
ー
ス
は
女
性
の
み

各
コ
ー
ス
15
人
（
ア
マ
チ
ュ
ア

木
工
の
み
10
人
）

４
、０
０
０
円
（
学
習
活
動
費
）

※
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
教
材

費
・
材
料
費
が
別
途
必
要
で
す

【
い
け
ば
な
（
草
月
流
）
コ
ー
ス
】

　
い
け
ば
な
の
基
本
を
学
び
、
季

節
や
年
中
行
事
に
合
わ
せ
て
花
を

活
け
ま
す
。

第
１
・
３
木
曜
日
午
後
７
時
30

分
～

【
着
付
け
コ
ー
ス
】

　
さ
ま
ざ
ま
な
着
付
け
や
帯
結
び

を
習
い
ま
す
。
十
日
町
の
女
性
な

ら
ぜ
ひ
着
物
に
親
し
み
ま
し
ょ

う
。第

１
・
３
・
４
木
曜
日
午
後
７

時
30
分
～

日日日 会対定￥

申

問

〆

申

問

〆 申

問

　
市
で
は
国
民
健
康
保
険
の
予
算

や
保
険
税
な
ど
を
審
議
す
る
た

め
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
被
保
険
者

（
国
保
加
入
者
）
を
代
表
す
る
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

《
応
募
資
格
》

①
十
日
町
市
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
20
歳
以
上
の
人

②
年
間
３
回
程
度
開
催
す
る
運
営

協
議
会
に
出
席
で
き
る
人

③
事
業
所
に
勤
務
す
る
場
合
、
事

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

他 他 〆

定〆 他

問

申

　
軽
食
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
形
式

の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

日会対

２
０
１
３

シ
ン
グ
ル
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者
募
集

県立病院看護職員
採用選考考査

●採用職種＝助産師・看護師

●採用人数＝両職種あわせて10

人程度

●受験資格＝昭和43年４月２日

以降に生まれた人で、助産師ま

たは看護師の免許取得者

●採用日＝７月１日以降

５月18日㈯または19日㈰

新潟県庁（新潟市）

５月13日㈪※当日消印有効

病院局ホームページでも案内し

ています。詳しくは問い合せて

ください

新潟県病院局総務課

（☎025-280-5554） 

日

会

問

他

〆

￥

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

物　　　件 間 取 り 家賃（月） 戸数

十
日
町

田川市営住宅
（世帯用）

S53年度建築
中層耐火３階建

６帖２室、
4.5帖１室、DK

14,800円〜
　22,000円

１戸

川
西

みのり団地

（世帯用）
H10年度建築

木造高床３階建
８帖１室、

６帖１室、LDK
20,500円〜
　30,500円

１戸

松
　
代

善宗塚住宅
（世帯用）

S51年度建築
準層耐火３階建

６帖１室、
4.5帖２室、DK

11,800円〜 
　17,600円

１戸

中通住宅
（世帯用）

H ６年度建築
木造高床３階建

10帖１室、
６帖１室、LDK

19,000円〜 
　28,300円

１戸

　
申
込
み
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
＝
５
月
１
日
㈬
～
17

日
㈮

　
・
　
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

（
☎
７
５
７

｜

９
９
３
５
）

問

申

 

キ
ル
ト
展
で
活
用
す
る
た
め
、

着
物
な
ど
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い

問　
市
で
は
、
第
２
次
行
政
改
革
の

進
捗
確
認
や
、
今
年
度
か
ら
試
行

す
る
行
政
評
価
の
外
部
評
価
を
行

う
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
＝
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
成
人

②
平
日
の
日
中
ま
た
は
夜
間
の
会

議
に
出
席
で
き
る
人
（
年
に
３

～
４
回
程
度
の
開
催
を
予
定
）

●
募
集
人
数
＝
若
干
名

●
任
期
＝
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

５
月
17
日
㈮

結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し

ま
す

・
　
応
募
用
紙
（
総
務
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
課
に
配

置
）
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
・

を
記
載
し
、
作
文
（
テ
ー
マ

：

行
政
改
革
推
進
委
員
会

委
員
を
公
募
し
ま
す

6
月
20
日
㈭
～
10
月
18
日
㈮
の

平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
10
分

十
日
町
パ
ソ
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ

無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
自
己

負
担
あ
り

事
務
養
成
科
１
期

（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス
）

６
月
入
校
生
募
集

日会

対

￥

問 定〆 申　
吹
奏
楽
を
通
じ
て
音
楽
を
好
き

に
な
り
ま
し
ょ
う
。
仲
間
づ
く
り

し
ま
し
ょ
う
。
見
学
歓
迎
で
す
。

毎
週
土
曜
日
午
後

中
央
公
民
館

小
学
校
４
年
生
以
上
高
校
３
年

生
ま
で
の
児
童
や
生
徒
で
、
保

護
者
の
送
迎
ま
た
は
自
力
で
参

メ
ン
バ
ー
募
集

十
日
町
ジ
ュ
ニ
ア
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
Ｔ
Ｊ
Ｗ
Ｅ
）

日会対
加
で
き
る
人

１
か
月
あ
た
り
５
０
０
円

練
習
・
発
表
演
奏
会
・
依
頼
演

奏
出
演

楽
器
は
無
料
貸
与
で
き
ま
す

片
桐
忠
雄
（
☎
７
５
７
―
９
９

８
０
）

内 ￥問 他

全
血
献
血

　
温
泉
や
お
し
ゃ
べ
り
で
ス
ト
レ

ス
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

５
月
13
日
㈪
午
前
11
時
～
午
後

２
時

千
手
温
泉
「
千
年
の
湯
」

参
加
費
無
料
※
入
館
料
・
昼
食

代
は
各
自
負
担

昼
食
は
館
内
で
購
入
し
て
く
だ

さ
い

平
野（
☎
７
６
８
―
２
９
０
８
）

㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

妻
有
地
区
介
護
者
の
交
流
会

￥問 他 日会 日　
５
月
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係

（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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支
所
市
民
課
・
各
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
・
各
公
民
館
・
本
町

分
庁
舎
・
情
報
館
・
各
保
育
園
・

各
幼
稚
園

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
５
９
）

子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
が
完
成
し
ま
し
た

参
加
者
募
集

す
こ
や
か
ラ
ン
ド

　
妊
娠
か
ら
出
産
、
育
児
、
就
学

な
ど
の
一
連
の
子
育
て
に
関
す
る

情
報
を
ま
と
め
た
「
平
成
25
年
度

版
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
安
心
安
全
な

出
産
、
健
や
か
な
子
育
て
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。
妊
娠
届
や
出
生

届
時
、
乳
幼
児
健
診
時
に
配
布
す

る
ほ
か
、
次
の
場
所
に
も
配
置
し

て
い
ま
す
。

●
配
置
場
所
＝
健
康
支
援
課
・
各

　
仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら
楽
し

く
子
育
て
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

５
月
８
日
㈬
～
平
成
26
年
３
月

12
日
㈬
の
月
1
回
水
曜
日
午
前

10
時
～
11
時

４
か
月
以
上
１
歳
未
満
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

無
料

約
20
人

乳
幼
児
の
食
事
や
健
康
講
座
、

事
故
防
止
対
策
の
講
話
、
リ
ズ

ム
遊
び
・
お
散
歩
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

・
　
・
　
随
時
、
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
中
央
公
民
館
（
☎
７

問
５
７
―
５
０
１
１
、　
７
５
７

―
５
０
１
０
）

日会 対内 定 ￥

申

問

Ｆ

92

　誕生日にもらったお人形のぽぽち
ゃんがお気に入りで、おんぶしたり
寝かしつけてあげたりしてあげる優
しい菜花ちゃん。春になったら自転
車の練習を始める予定です。

　踊ったり、歌ったりすることが大
好きな咲ちゃん。ママの歌に合わせ
てのおてて遊びも上手です。お片付
けが得意で、本やおもちゃを出して
は片付けてにっこりします。

春
日
　
菜
花
ち
ゃ
ん

か
す
が
　
な
な
ち
�
ん

平
成
21
年
9
月
11
日
生
ま
れ

塚
原
町

小
林
　
咲
ち
ゃ
ん

こ
ば
や
し
　
さ
き

平
成
23
年
６
月
４
日
生
ま
れ

み
の
り
団
地

わが家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！
申込み・問合せは企画政策課秘書広報係
☎757-3112まで

問　健康支援課成人保健係（☎757-9764）または各支所市民課市民係

●クーポン対象者
　４月20日現在で市内に住所を有する次の人

【子宮頸がん検診（女性）】

　20歳・25歳・30歳・35歳・40歳の人

【乳がん検診（女性）・大腸がん検診（男女）】

　40歳・45歳・50歳・55歳・60歳の人

※４月１日現在の年齢です

　25年度に市が実施する検診です。

※人間ドックや職場検診、医療機関での個別受

　診には使えません

●クーポンの対象となる検診

●既に市の検診を申し込んである人
　無料で受診できます。受診票を持って直接検

診会場においでください。

※無料クーポン券は配布しません

　上記問合せ先まで連絡してください。

●これから受診を希望する人

　検診当日までにクーポン券が届いている場合

は、受診票と共に検診会場に持参してください。

●既に市の検診を申し込んである人

　クーポン券に同封する検診申込書を返送して

ください。

●これから受診を希望する人

無料クーポン券でがん検診を受けましょう
　５月中旬に、子宮頸がん・乳がん・大腸がんの検診無料クーポン券と検診手帳を郵送します。

※詳しくはクーポン券郵送時の案内をご覧ください

平成25年度 がん検診のお知らせ

　受診当日に市内に住所を有する40歳の人

※昭和47年４月２日～昭和48年４月１日生まれ

●対象者

40歳の人は無料で胃がん検診が受けられます

　24年度から、「胃がん検診受診促進対策事業」を実施しています。

　市では、がんを早期に発見するため、特定の年齢の人のがん検診を無料で

実施しています。この機会にぜひ受けましょう。

出典：新潟県ホームページ　健康にいがた21

ください。

　24年度から、「胃がん検診受診促進対策事業」を実施しています。

１
５月30日㈭
午前９時30分～
午後３時30分

開講式、健康づくりの基本
十日町市の健康状況

４
７月６日㈯
午前９時30分～
午後３時30分

食品成分表の使い方
バランスのとれた献立を考
えよう

２
６月８日㈯
午前９時30分～
午後３時30分

栄養のしくみ（消化と吸収）
計りに慣れる調理実習

５
７月19日㈮
午前９時30分～
午後３時30分

運動の効用を知ろう
楽しく調理実習、閉講式

３
６月21日㈮
午前９時30分～
午後３時30分

食中毒予防と食品表示
生活習慣病予防の食事（調
理実習）

６～11月
食生活改善推進員の活動に
参加

11月 医師による講演

※講師の都合により日程が変更する場合があります

　健康づくりを地域に広める活動をしている食

生活改善推進員（愛称：ヘルスメイト）を養成

するための講座を開催します。生活習慣病予防

や年代に合わせた食育など、健康づくりに必要

な知識を仲間と一緒に学べます。

健康と食を楽しく学びましょう　ヘルスメイトセミナー
十日町保健センター（市役所隣）

テキスト代1,200円、実習１回あたり300円

おおむね63歳未満の人

20人

５月20日㈪

・　健康支援課成人保健係（☎757-9764）

会

対

定

￥

申 問

〆

日 内　・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

な
か
よ
し
ラ
ン
ド

　
子
育
て
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
パ

パ
や
マ
マ
の
お
手
伝
い
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す
。

4
月
～
3
月
の
毎
週
火
曜
日
午

前
10
時
～
11
時
※
8
月
は
休
み

市
民
体
育
館
ほ
か

１
歳
か
ら
就
園
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
子

育
て
支
援
事
業
「
な
か
よ
し
ラ

日会

ン
ド
」
の
活
動
補
助

子
ど
も
と
触
れ
合
う
こ
と
が
好

き
な
人
な
ら
誰
で
も

資
格
は
不
要
で
す

・
　
中
央
公
民
館
（
☎
７
５
７

―
５
０
１
１
）

内

対他申

問

予
防
接
種
の
変
更
の
お
知
ら
せ

問 　
今
ま
で
任
意
接
種
だ
っ
た
ヒ

ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
子
宮
頸

が
ん
の
予
防
接
種
が
、
４
月
1
日

か
ら
定
期
予
防
接
種
と
な
り
ま
し

た
。
市
で
は
、
平
成
25
年
1
月
31

日
末
現
在
で
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎

球
菌
未
接
種
の
人
に
、
4
月
下
旬

に
接
種
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

通
知
内
容
を
確
認
の
上
、
体
調
の

良
い
と
き
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
５
９
）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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助
成
制
度
を
利
用
し
て
、
地
域

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
大
切

な
森
林
を
守
っ
て
い
き
ま
せ
ん

か
。

●
森
林
整
備
推
進
事
業

◇
補
助
対
象

　
除
間
伐
や
枝
打
ち
（
林

齢
制
限
あ
り
）、
森
林
作

業
道
整
備
に
係
る
費
用
※

国
・
県
補
助
の
対
象
と
な
っ
た
森

林
整
備
が
対
象

◇
補
助
対
象
者

　

民
有
林
所
有
者

◇
助
成
額

　
事
業
費
か
ら
国
・
県
補
助
金
を

差
し
引
い
た
残
額
の
２
分
の
１

●
集
落
共
有
林
整
備
支
援
事
業

◇
補
助
対
象

　
集
落
の
共
同
作
業
で
行
う
、
集

落
共
有
林
の
下
草
刈
り
・
除
間
伐
・

枝
打
ち
に
係
る
費
用

◇
補
助
対
象
者

　
集
落
共
有
林
を
所
有
す
る
集
落

　
鉄
道
を
よ
り
多
く
利
用
し
て
も

ら
い
、
鉄
道
へ
の
関
心
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
民
団
体
が
鉄

道
を
利
用
す
る
際
、
そ
の
運
賃
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

20
人
以
上
で
市
内
駅
か
ら
利
用

す
る
市
民
団
体

●
補
助
率
・
額
＝
利
用
者
（
市
民

団
体
）
が
支
払
う
運
賃
・
料
金

で
、
補
助
率
は
50
％
、
上
限
は

１
件
あ
た
り
５
万
円

●
事
例

①
町
内
会
の
親
睦
活
動
と
し
て
、

鉄
道
で
行
楽
に
出
か
け
る
場
合

②
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動（
保
護
者
・

児
童
な
ど
）
で
、
鉄
道
を
利
用

し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
付
す
る
こ
と
が
ど
う

し
て
も
困
難
な
場
合
は
、
至
急
、

左
記
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
税
務
課
管
理
収
納
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
１
３
）

う
場
合

③
同
級
会
の
行
事
と
し
て
、
遠
方

へ
親
睦
旅
行
す
る
場
合
な
ど

　
・
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

（
☎
７
５
７
―
３
１
９
３
）

対

申

問
森
林
整
備
支
援

大
切
な
森
林
を
整
備
し
ま
せ
ん
か

鉄
道
の
団
体
利
用
の
運
賃

を
一
部
助
成
し
ま
す

20
日
㈪
・
27
日
㈪

●
松
之
山
郷
民
俗
資
料
館
＝
毎
週
㈫

●
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
＝
８
日

㈬
・
15
日
㈬
・
22
日
㈬
・
29
日

㈬
●
市
総
合
体
育
館
＝
21
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
８
日
㈬
・

22
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
㈪

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
㈫

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
㈫

〔情報館〕５月のテーマ図書
一
般
向
け

児
童
向
け

 「それいけ、おとこの子！」　『たんけんケ

ンタくん』『ぼくだけのこと』など、いろ

いろな男の子の本を紹介します。

 「だいすき、ママ」　『おかあちゃんがつく

ったる』『わたしのママはまほうつかい』

など、お母さんの本を紹介します。

※テーマは一部変更したり追加したりする場合があります
　情報館（☎750-5100）問

問
５
月
の
休
館
日

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
㈪
・
４
日
㈷

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
㈫

●
情
報
館
＝
27
日
㈪

●
博
物
館
＝
７
日
㈫
・
13
日
㈪
・

　
市
で
は
、
納
期
内
に
納
付
し
て

い
る
納
税
者
と
の
公
平
性
及
び
税

収
確
保
の
た
め
、
納
税
通
知
書
や

督
促
状
を
送
付
し
て
も
早
期
完
納

に
向
け
た
計
画
の
提
示
や
納
付
が

な
く
、
何
の
相
談
も
な
い
滞
納
者

に
は
厳
し
い
姿
勢
で
滞
納
処
分
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
５
月
は
滞

納
一
掃
の
た
め
、
訪
問
徴
収
、
預

貯
金
・
給
与
・
不
動
産
の
差
押
え

な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
早
期
の

５
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

各種大会で十日町市勢が大活躍 　次の４つの大会で、十日町市から出場した選

手が大活躍しました。各大会の入賞者を紹介し

ます。（敬称略）

３月12日㈫～17日㈰

白馬八方尾根スキー場（長野県）

○男子アルペンスキー＝水落亮太：５位、○女

子アルペンスキー＝水落育美：３位（以上十日

町スキークラブ）

第50回全日本スキー技術選手権大会

日

会

３月14日㈭～16日㈯

妙高高原クロスカントリーコース（妙高市）

○男子10㎞クラシカル＝笠原政人（十日町総

合高）：７位、尾身勇気（松代高）：８位、○女

子５㎞クラシカル＝大平麻生：１位、酒井梨奈：

３位、齋木愛里紗：５位、○女子５㎞フリー＝

大平麻生：２位、児玉美希：６位、酒井梨奈：

７位、齋木愛里紗：８位（以上十日町高）、○

中学２年男子10㎞クラシカル＝佐藤寛：７位、

○中学２年女子５㎞クラシカル＝馬場真穂菜：

５位、○中学２年男子10㎞フリー＝佐藤寛：

２位、○中学１年男子10㎞クラシカル＝中嶋

竜之介：１位、○中学１年男子10㎞フリー＝

中嶋竜之介：１位、○中学１年女子５㎞クラシ

カル＝濱野愛美：５位、○中学１年女子５㎞フ

リー＝濱野愛美：10位（以上吉田中）

JOCジュニアオリンピックカップ2013
全日本ジュニアスキー選手権大会
兼全日本中学生選抜スキー大会

日

会

３月19日㈫～24日㈰

シンガポール

水泳（15歳～ 17歳の部）○背泳ぎ50m＝鈴木賢：

２位、○背泳ぎ100m＝鈴木賢：２位（以上津

南中等教育）

第44回シンガポールエージグループ選手権

日

会

３月19日㈫～23日㈯

音威子府村チセネシリクロスカントリーコー

ス（北海道）

○男子50㎞クラシカル＝宮沢大志（早稲田大

学）：３位、○男子15㎞フリー＝小林洋介（日

本大学）：10位、○男子リレー＝早稲田大学（佐

藤友樹・１走、宮沢大志・３走）：１位、日本

大学（小林洋介・３走、児玉翔平・４走）：３

位（以上十日町高出身）、高田自衛隊（井川智之・

１走／十日町高出身、片桐康太・３走／十日町

総合高出身、五十嵐太博・４走／松代高出身）：

８位、○女子30㎞クラシカル＝大平麻生：６位、

○女子10㎞フリー＝大平麻生：４位、○女子

リレー＝十日町高（酒井梨奈・１走、児玉美希・

２走、大平麻生・３走）：２位（以上十日町高）

天皇杯第91回全日本スキー選手権大会

日

会

探
し
て
い
る
人
な
ど

各
１
、
０
０
０
円

５
月
下
旬
か
ら
の
ナ
イ
タ
ー
講

習
会
（
全
５
回
）
も
予
定
し
て

い
ま
す

・
　
関
口
（
☎
０
９
０
―
１
６

１
２
―
１
３
５
８
）

￥他

問

申　
４
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
１

期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第

１
期
及
び
介
護
保
険
料
第
１
期
の

納
付
月
で
す
。
期
限（
４
月
30
日
）

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
税
務
課
・
市
民
生
活
課
・
福
祉
課

４
月
の
納
税
・
納
付

問

実施機関

情報公開

請求
件数

決定状況

公開
部分
公開

非
公開

( 非公開
のうち
不保有 )

総　 務 　課 １ － １ － －

財　 政 　課 １ － １ － －

市 民 生 活 課 ３ １ １ １ １

松之山支所市民課 １ １ － － －

中心市街地活性化
推 　進 　室

１ － １ － －

都 市 計 画 課 １ １ － － －

上 下 水 道 局 １ － － １ －

合　　計 ９ ３ ４ ２ １

　平成24年度の情報公開及び個人情報開示の実

施状況をお知らせします。

総務課行政管理係（☎757-9913）

※部分公開は、個人に関する情報などを公開しなかったもの
です

※決定に対する異議申立てはありませんでした
※個人情報開示に関する請求はありませんでした

情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
開
示
の
実
施
状
況

問

 「風薫る」　『春風落月』『グリーン心理術』

など、新緑の季節にぴったりな本を紹介し

ます。

 「母」　母の日にちなみ、『わが母の記』『母

と息子の老いじたく』など、「母」に関す

る本を紹介します。

【
り
�
う
ち
�
ん
の 

わ
く
わ
く
子

育
て
面
白
ト
ー
ク
L
I
V
E
】

　
元
保
育
士
、
今
は
ス
ー
パ
ー
人

形
使
い
と
し
て
活
躍
中
の
成
田
良

治
さ
ん
に
よ
る
楽
し
い
子
育
て
ト

ー
ク
ラ
イ
ブ
。

5
月
10
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～

中
央
公
民
館

子
育
て
・
孫
育
て
中
の
人
な
ら

誰
で
も
（
予
定
で
も
可
）

２
０
０
円
※
託
児（
３
０
０
円
）

は
定
員
あ
り
（
要
申
込
み
）

丸
山
（
☎
０
９
０
―
２
５
４
８

―
０
５
０
７)

、
春
日
（
☎
０

９
０
―
４
９
３
９
―
７
９
６

７
）

【
人
形
劇
「
し
た
き
り
す
ず
め
」�

ザ
・
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
腹
話
術「
お

お
か
み
と
七
ひ
き
の
こ
や
ぎ
」】

5
月
12
日
㈰
午
後
2
時
～

お
や
こ
劇
場
特
別
イ
ベ
ン
ト

サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

幼
児
・
小
学
生
～
大
人

1
人
あ
た
り
月
額
７
０
０
円

（
年
中
児
以
上
、
会
費
と
し
て
）

※
当
日
入
会
可
、
家
族
４
人
目

か
ら
３
０
０
円

丸
山
（
☎
０
９
０
―
２
５
４
８

―
０
５
０
７)

日会対

　
テ
ニ
ス
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
の
講
習
会
で
す
。

５
月
12
日
㈰
午
前
の
部

：

午
前

10
時
～
正
午
、
午
後
の
部

：

午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

市
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

初
心
者
、
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
を

硬
式
テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会

会対

日

日

会対￥問 ￥問

対象拡大

しました！



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

22市報とおかまち　平成25年４月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成25年４月25日号23

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

交
換
で
、
設
置
費
と
維
持
管
理
費

は
町
内
負
担
で
す
。
町
内
単
位
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
　
防
災
安
全
課
交
通
防
犯
係

（
☎
７
５
７
―
３
１
９
７
）
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

◇
助
成
額

　
一
日
に
つ
き
人
夫
賃
金

１
人
あ
た
り
７
、
２
０
０

円
の
２
分
の
１
※
補
助
上

限
は
、
１
集
落
あ
た
り
５
万
円
。

た
だ
し
、
面
積
が
広
大
な
た
め
複

数
回
に
分
け
て
施
業
す
る
場
合
は

上
限
10
万
円
（
５
万
円
×
２
回
）

●
森
林
資
源
利
活
用
事
業

◇
補
助
対
象

　
市
内
の
間
伐
材
利
用
の
促
進
を

図
る
た
め
、
間
伐
材
の
運
搬
費
を

支
援
し
ま
す
。
※
国
・
県
補
助
の

対
象
と
な
っ
た
森
林
整
備
が
対
象

◇
補
助
対
象
者

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た

は
団
体

◇
助
成
額

　
搬
出
す
る
間
伐
材
１
立
方
メ
ー

ト
ル
あ
た
り
上
限
３
、
０
０
０
円

【
山
火
事
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　
融
雪
期
を
む
か
え
山
に
入
る
機

会
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
入
山

時
に
は
火
気
類
の
取
り
扱
い
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

農
林
課
林
政
震
災
係
（
☎
７
５

７
―
９
９
１
７
）

業
政
策
課
商
工
振
興
係
内
☎

７
５
７
―
３
７
４
０
）
※
平
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
十
日
町
】
福
﨑
良
昭
・
柳
邦
男
、

【
川
西
】
村
越
家
和
、【
中
里
】
渡

邉
和
子
、【
松
代
・
松
之
山
】
小

野
塚
修
一

新
潟
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相

談
課
（
☎
０
２
５
―
２
２
４
―

３
５
１
３
）

●とおかまち応援寄附金＝伊藤忠

ホ ー ム フ ァ ッ シ ョ ン ㈱ KEEN 

JAPAN（東京都中央区）、高田

実（千葉県鎌ケ谷市）、藤田英雄

（小千谷市）、千田哲也（埼玉県富

士見市）、遠藤八十一（本町５）、

関矢博（千葉市）、㈱佐藤新聞店 

ラン展ツアー参加者一同（代表者 

佐藤剛、四日町新田１）、増野美

智子（さいたま市）、大見理絵（東

京都板橋区）、竹内一夫（神奈川

県秦野市）

●上野保育園へ＝３連低鉄棒（橘地

区振興会）

●情報館へ＝阿部和誉（本町６- １）、

庭野勇吉（高田町３南）、南雲洋

一（寺尾）、富井栄一（上野）

寄付ありがとう
４月10日届出分まで（敬称略）

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

①
建
設
業
以
外
の
新
分
野
・
新
市

場
へ
の
進
出

②
新
技
術
・
新
工
法
の
開
発

③
合
併
・
事
業
協
同
組
合
設
立
な

ど
の
企
業
連
携

●
助
成
額
＝
50
万
～
２
０
０
万

●
補
助
率
＝
２
分
の
１

●
助
成
対
象
経
費
＝
調
査
費
・
原

材
料
費
・
構
築
物
・
機
械
装
置
・

工
具
器
具
備
品
費
な
ど
、
経
営

革
新
事
業
の
立
ち
上
げ
に
必
要

な
経
費

５
月
20
日
㈪

・
　
㈶
に
い
が
た
産
業
創
造
機

構
（
☎
０
２
５
―
２
４
６
―
０

０
５
１
）

　
本
年
度
、
市
内
を
担
当
す
る
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
樋
口
京
子
さ

問

申

問

〆

ん
（
中
尾
）
を
委
嘱
し
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支

局
（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１

０
）

　
建
設
企
業
な
ど
が
経
営
革
新
事

業
に
取
り
組
む
場
合
、
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
事
業

建
設
企
業
経
営
革
新
事
業

を
支
援
し
ま
す

十
日
町
市
青
少
年
育
成
委

員
を
紹
介
し
ま
す

　
市
内
で
次
の
消
費
者
相
談
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

《
送
り
つ
け
商
法
》

　「
注
文
を
受
け
た
健
康
食
品
を

送
る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
注
文

し
た
覚
え
は
な
い
と
伝
え
た
ら
、

「
裁
判
に
す
る
」
と
言
わ
れ
た
の

で
、
仕
方
な
く
承
知
し
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
健
康
食
品
以
外
に
も
カ
ニ
・
昆

布
な
ど
の
海
産
物
、
化
粧
品
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
注
文

し
て
い
な
い
場
合
は
、「
注
文
し

て
い
ま
せ
ん
」
と
は
っ
き
り
言
っ

て
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

問

３
８
）

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
新
潟
主
管
支
所

（
☎
０
２
５
―
２
８
３
―
１
１

４
１
）

●
募
集
対
象
物
品
＝
ス
ポ
ー
ツ
用

品
（
自
転
車
・
ス
キ
ー
な
ど
）、

レ
ジ
ャ
ー
用
品
（
子
ど
も
用
滑

ゆ
ず
り
ま
す
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

「
ゆ
ず
り
ま
す
」
品
物
募
集

り
台
・
楽
器
な
ど
）、
乳
幼
児
・

子
ど
も
用
品
（
ベ
ビ
ー
カ
ー
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
）、

介
護
用
品
（
介
護
用
ベ
ッ
ド
・

車
い
す
な
ど
）
家
具
（
学
習
机
・

タ
ン
ス
な
ど
）、家
電
製
品
（
た

だ
し
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対

象
製
品
を
除
く
）
※
取
り
扱
い

で
き
な
い
物
品
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

市
報
５
月
25
日
号
に
本
号
募
集

の
品
物
を
掲
載
す
る
予
定
で

す
。
希
望
者
が
多
い
と
き
は
、

抽
選
に
な
り
ま
す

５
月
８
日
㈬

・
　
申
請
用
紙
（
産
業
政
策
課

商
工
振
興
係
ま
た
は
各
支
所
市

民
課
に
配
置
）
に
品
物
の
写
真

を
添
え
て
持
参
・
郵
送
・
電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
市
消
費

者
協
会
事
務
局
（
産
業
政
策
課

商
工
振
興
係
内
☎
７
５
７
―
３

１
３
９
）

申

問

他 対〆

〆
で
構
成
す
る
自
治
会
、
除
雪
組

合
ま
た
は
集
落

●
貸
与
機
械
＝
出
力
28
馬
力
、
除

雪
幅
１
・
１
ｍ
／
３
台
（
予
定
）

●
貸
与
条
件
＝
導
入
費
用
の
２
分

の
１
に
相
当
す
る
金
額
を
負
担

す
る
こ
と

５
月
８
日
㈬

　
・
　
建
設
課
維
持
係
（
☎
７
５

７

｜

９
９
３
２
）
ま
た
は
各
支

所
農
林
建
設
担
当

問

申
兎
口
温
泉
翠
の
湯
休
館

　
兎
口
温
泉
翠
の
湯
は
、
本
年
度

よ
り
休
館
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

ご
利
用
に
感
謝
し
ま
す
。

　
青
少
年
育
成
委
員
の
皆
さ
ん

は
、
市
内
の
街
頭
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
を
中
心
に
、
声
か
け
に
よ
る
青

少
年
の
非
行
防
止
活
動
や
、
保
育

園
・
学
校
訪
問
な
ど
、
青
少
年
を

健
や
か
に
育
む
た
め
の
環
境
づ
く

問
松
之
山
支
所
地
域
振
興
課
地
域

振
興
係
（
☎
５
９
６
―
３
１
３

１
）

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｖ
Ａ
）
で
は
、
交
通
事
故
に
遭

わ
れ
て
困
っ
て
い
る
と
き
に
相
談

先
を
紹
介
す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通

遺
児
な
ど
へ
の
育
成
資
金
（
無
利

子
）
の
貸
し
付
け
や
、
重
度
後
遺

障
が
い
者
へ
の
介
護
料
の
支
給
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
☎
０
５
７
０
―
０
０
０
７

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
て

お
困
り
の
方
へ

問

問
行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
本
年
度
、
行
政
相
談
委
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。（【
地
区
名
】
委
員
名
（
敬

称
略
））

十日町市中心市街地活性化基本計
画（案）に対する意見書が提出さ
れました。

　市では、にぎわいの創出など中心市街地の活性化を図る

ため、十日町商工会議所と共同で中心市街地活性化基本計

画の策定及び国の認定に向けた取組みを進めています。こ

のたび基本計画の案がまとまり、３月28日㈭、十日町市

中心市街地活性化協議会（会長：丸山秀二さん・写真右）

から案に対する意見書が提出されました。今後、提出され

た意見やパブリックコメントでいただいた意見などを参考

にしながら最終的な計画案

として国に申請し、県内４

例目となる認定を目指しま

す。

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

委
員
を
紹
介
し
ま
す
。（【
地
区
名
】

委
員
名(

敬
称
略)

）

【
十
日
町
】
小
宮
山
隆
・
真
霜
亨
・

宮
澤
正
裕
・
今
井
貴
彦
、【
新
座
】

越
井
範
行
（
副
委
員
長
）・
田
口

一
浩
、【
大
井
田
】
新
田
伊
久
雄
・

庭
野
俊
夫
、【
中
条
】
徳
永
武
作
・

金
子
哲
也
・
小
泉
利
男
、【
飛
渡
】

池
田
博
、【
十
日
町
西
】高
橋
憲
一
・

高
橋
成
明
・
滝
澤
正
之
、【
川
治
】

渡
辺
孝
一
・
長
津
茂
・
村
山
和
之
・

福
崎
一
之
、【
吉
田
】
児
玉
光
雄
・

斎
木
政
隆
・
齋
木
和
夫
、【
下
条
】

水
落
文
一
・
田
村
潔
・
水
落
秀
人
、

【
水
沢
】
佐
藤
幸
雄
（
委
員
長
）・

瀧
澤
光
郎
・
富
井
宏
幸
、【
川
西
】

南
雲
隆
（
副
委
員
長
）・
星
名
久

徳
・
渡
貫
裕
子
、【
中
里
】
上
原
茂
・

齋
喜
正
司
・
廣
田
敏
一
、【
松
代
】

柳
ふ
じ
え（
副
委
員
長
）・
室
岡
徹
・

佐
藤
キ
ヨ
ノ
、【
松
之
山
】
関
谷

敏
明
・
小
野
塚
茂
・
福
原
和
夫

生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８

９
１
８
）

問　
支
給
対
象
は
新
規
設
置
と
故
障

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
（
20
Ｗ
相

当
）
を
現
物
支
給
し
ま
す

問

申　
冬
期
間
の
安
全
・
安
心
な
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
、
集
落
な
ど
に

お
い
て
共
同
で
使
用
す
る
た
め
の

小
型
除
雪
機
械
を
貸
与
し
ま
す
。

●
対
象
集
落
な
ど
＝
10
世
帯
以
上

平
成
25
年
度
小
型
除
雪
機

械
共
同
導
入
事
業

で
も
商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
場
合

は
、
送
り
主
の
住
所
・
会
社
名
・

電
話
番
号
を
メ
モ
し
、
商
品
を
受

取
拒
否
し
た
う
え
で
、
窓
口
ま
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
劇
場
型
勧
誘
の
投
資
被
害
》

　「
Ｚ
社
の
外
国
不
動
産
利
用
権

を
申
し
込
ん
で
ほ
し
い
。
代
金

は
こ
ち
ら
で
払
う
。
お
礼
は
す

る
」と
Ａ
社
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。

Ｚ
社
に
天
然
ガ
ス
施
設
運
用
権

１
０
０
万
円
分
を
申
し
込
ん
だ
。

そ
の
後
、
Ａ
社
か
ら
「
お
金
の
調

達
が
遅
れ
て
い
る
。
立
て
替
え
て

ほ
し
い
」
と
電
話
が
あ
り
、
仕
方

な
く
代
金
を
立
て
替
え
て
支
払
っ

た
ら
、
Ａ
社
・
Ｚ
社
共
に
連
絡
が

取
れ
な
く
な
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
外
国
不
動
産
の
他
に
も
社
債
・

未
公
開
株
・
外
国
通
貨
・
天
然
ガ

ス
施
設
運
用
権
・
医
療
機
関
債
な

ど
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。「
代
わ
り
に
申
込
ん
で

く
れ
た
ら
お
礼
を
払
う
」「
代
わ

り
に
買
っ
て
く
れ
た
ら
高
値
で
買

い
取
る
」
な
ど
の
“
お
い
し
い
話
”

に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
学
ぶ
こ
と

か
ら
始
め
よ
う
～
自
立
し
た
消

費
者
に
向
け
て
～
」
で
す

市
消
費
生
活
相
談
窓
口 

（
産

問

まちの話題
TOWN TOPICS

助成額拡大

しました！



期　日 会　　　　場

１日㈬ 千手中央コミュニティセンター
受付時間：午前９時15分～11時30分

８日㈬ 十日町保健センター（市役所隣）
受付時間：午前10時～11時30分

９日㈭

十日町 子育て支援センター「くるる」
受付時間：午前10時～11時30分
松之山 子育て支援センター「にこにこ」
受付時間：午前９時～11時

10日㈮ 中里 子育て支援センター「きらりん」
受付時間：午前10時～11時

27日㈪ 松代 子育て支援センター「すくすく」
受付時間：午前９時～11時30分

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診 22日㈬ 午後１時

　～１時30分
25年１月
生まれの乳児

10か月児
身体測定 23日㈭ 午前９時

　～９時30分
24年７月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診 15日㈬ 午後１時

　～１時30分
23年11月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定 16日㈭ 午前９時

　～９時30分
22年11月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診 16日㈭ 午後１時

　～１時30分
21年11月
生まれの幼児28日㈫ 十日町 子育て支援センター「くるる」

午前10時～正午・午後１時30分～３時

24市報とおかまち　平成25年４月25日号市報とおかまち　平成25年４月25日号25

５月 活動の内容は市報平成25年４月25日号10～11ページをご覧ください
のち ひびっ

ろこ ばのち ひびっ
ろこ ば

離乳食教室

※家庭相談員による相談のための身体計測は行いません

５月の乳幼児相談

子育て支援課保育園係　☎757-9169問

〔健康相談〕

〔育児相談〕

※保護者の承諾を得て掲載しています

３月の３歳児健診を
受けた子25人

よい歯の子 住　所 保護者 よい歯の子 住　所 保護者

栢 森 友
とも

花
か

（昭和町１） 俊樹

樋 口 由
ゆ

芽
め

（本町５） 聖也

阿 部 壮
そう

一
いち

朗
ろう

（上川町） 直樹

庭 野 心
ここ

希
ね

（島） 正樹

和 田 美
み

優
ゆ

（中条上町） 明也

小 林 由
ゆ

奈
な

（城之古１） 和剛

髙 橋 愼
まさ

之
ゆき

（城之古２） 章

春 日 菜
な

花
な

（塚原町） 貴宏

村 尾 慶
けい

人
と

（山本町５） 博正

丸 山 　 壮
そう

（吉田山谷） 貴裕

水 落 　 航
こう

（上新田１） 裕美子

湯 本 颯
そう

河
が

（廿日城） 真人

小 杉 　 舜
しゅん

（下条本町） 文和

太 田 颯
はや

人
と

（大黒沢東） 有香

山 本 澪
れ

音
いん

（中屋敷） 渉

山 家 祐
ゆう

太
た

朗
ろう

（木落） 拓朗

髙 橋 　 翼
つばさ

（中仙田） 由香

富 井 瑠
る

璃
り

（山崎） 孝幸

鈴 木 悠
ゆう

史
し

（角間） 秀昌

小 堺 隆
りゅう

照
しょう

（室野） 裕司

若 井 秋
あき

歩
ほ

（室野） 春名

〔離乳のはじめてコース〕
　５月８日㈬
　３か月～５か月児
〔ステップアップコース〕
　５月22日㈬
　７か月～９か月児
●受付＝午前９時45分～10時
※直接会場へおいでください

十日町保健センター（市役所隣）
母子健康手帳・筆記用具
健康支援課母子保健係

（☎757-9759）

　４月16日現在、国内での発生は確認されていません。

最新情報は十日町地域振興局健康福祉部ホームページなど

で確認の上、心配なことがありましたら同部地域保健課ま

で問い合わせてください。

　十日町地域振興局健康福祉部地域保健課（☎757-2401）

日

対

日

対

会

持

問

問

すこやかランド

　22日は保育ルーム自由解放

８ 日 ㈬ 午 前10時 ～11時、

22日㈬午前10時～正午

生後４か月～１歳未満の乳

児とその保護者

・　中央公民館

（☎757-5011）

なかよしランド

７日㈫・14日㈫・21日㈫・

28日 ㈫ 午 前10時 ～11時、

19日㈰午前10時～11時30

分

市民体育館

１歳～未就園児と保護者

中央公民館（☎757-5011）

いっしょにあそぼ

９日㈭・23日㈭・30日㈭

午前10時～11時

未就園児と家族

・　水沢公民館

（☎758-3101）

すくすく教室

22日はいちご狩り遠足

15日㈬・22日㈬・29日㈬

午前９時30分～11時30分

千手中央コミュニティセンター

未就園児と家族

春日（☎090-4939-7967）

橘にこにこルーム

24日は子育てお話会開催

10日㈮・24日㈮午前９時

30分～11時30分

川西高齢者コミュニティセ

ンター（仁田）

未就園児と家族

子育て支援センターえくぼ

（☎768-2352）

わらべっこ

　フリーマーケットを開催。

出店者も募集中です。

12日㈰午前10時～午後３

時

本城院護国寺

出店料１ブース500円

服部（☎090-6968-3110）

まるっとかふぇ

10日㈮

中央公民館

りょうちゃんの子育てトー

クライブ

託児あり(要申込）

※詳細は20ページ参照

春日（☎090-4939-7967）

十日町おやこ劇場

「おはなしてんこもり」

11日㈯午前10時30分～11

時30分

絵本の貸し出しあり

・　加賀書院

（☎752-2114）

「わくわくキッズ（親子で英

語＆エクササイズ）」

２日㈭・16日㈭午前10時

45分～11時45分

中央公民館

２回無料※３回目から200円

着替え、飲み物

丸山（☎090-2548-0507）

おはなしの会「ふきのとう」

18日㈯午前10時～11時

乳幼児～小学３年生くらい

・　千手中央コミュニティ

センター（☎768-2308）

おはなしひろば

11日㈯午後７時～

プラネタリウムドーム中里

きらら（ユーモール）

小学生

プラネタリウムと読み聞かせ

中里公民館（☎763-2493）

読み聞かせの会「どんぐり」

18日㈯午後２時～３時

幼児～小学３年生

・　情報館（☎750-5100）

おはなし「たまてばこ」

９日㈭午前10時～11時

乳幼児とその保護者

・　情報館（☎750-5100）

おはなしぴよぴよ

４日㈯・11日㈯・25日㈯

午前10時30分～11時

乳幼児

・　情報館（☎750-5100）

おはなしたんぽぽ

11日㈯午前10時30分～11

時、午後１時30分～２時

午前：乳幼児、午後：小学

校低学年

・　松代分室

（☎597-2615）

アドベンチャースクール

６日㈪午前６時～８時

早朝バードウオッチング！

どんな野鳥が見られるかな？

　中央公民館（☎757-5011）

ボーイスカウト

３日㈷きものまつり稚児行

列、奉仕活動・19日㈰普

通集会

小学１～５年生

根津（☎757-5077）

　託児付きエアロビクスサークル

毎週木曜日午前10時～11

時15分

中央公民館

関口（☎090-1656-0200）

会

問会

問

日

問会

日

問

会

日

会

日

対

対

対

対

日

問

日

内

日

問

問

対

日

問会

会

日

他

￥

持
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●会　場＝十日町保健センター（市役所隣）
●持ち物＝母子健康手帳、問診票、フッ化物歯面塗
布希望確認票（１歳６か月児）、視聴覚アンケー
ト（３歳６か月児）、着替え、おむつなど

・３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
す。届かない人は母子保健係へ連絡してください

・２歳６か月児の歯科健診は親子健診です。保護者
も歯みがきをしてきましょう

健康支援課母子保健係　☎757-9759問

５月の乳幼児健診

むし歯のないよい歯の子

子ども情報のひろば
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中国で発生している
鳥インフルエンザＡ
（H7N9）について

お知らせ



 健康相談（保健師による相談）
《５月９日㈭》

午前９時30分～11時30分
吉田公民館

《５月13日㈪・27日㈪》
午前９時30分～11時30分
十日町保健センター（市役所隣）

《５月14日㈫》
　午前９時～11時

川西庁舎
《５月20日㈪》

午前９時～11時30分
松代庁舎
午前９時～11時
松之山庁舎

《５月24日㈮》
午前９時30分～11時30分
水沢公民館

《５月27日㈪》
午前９時～11時30分
中里庁舎

《５月31日㈮》
午前９時30分～11時30分
下条公民館
午前９時30分～11時30分
中条公民館
健康支援課成人保健係（☎757-
9764）または各支所市民課

 こころの健康相談
　不眠・不安・意欲の低下などで
悩んでいませんか。本人でも家族で

も無料で相談できます。※要予約
５月29日㈬午後２時～４時
松代支所

●医師＝須賀医師（中条第二病院）
・　十日町地域振興局健康福祉
部地域保健課（☎757-2402）

 臨床心理士こころの相談会
　人間関係や家庭問題などで悩ん
でいませんか。無料で相談できま
す。※要予約
　５月20日㈪午後１時～３時
　十日町保健センター（市役所隣）
　・　健康支援課成人保健係 （☎

757-9764）

 もの忘れ相談会
５月24日㈮午後２時～３時

　川西支所
・　福祉課おとしより相談係

（☎757-9758）
  手話奉仕員窓口配置

５月13日㈪・22日㈬午前11時
～午後３時

●配置場所・　福祉課
　（☎757-3782）

 法律相談
５月９日㈭・16日㈭・23日㈭・
30日㈭午後１時30分～４時
本庁相談室
市民生活課市民年金係

（☎757-311）へ予約
 行政相談

《５月10日㈮》
　午前10時～正午
　本庁相談室

《５月15日㈬》
　午後１時30分～３時30分
　はあとふる川西

《５月23日㈭》
　午前10時～正午
　中里庁舎
　市民生活課市民年金係

（☎757-3116）
 人権相談
　４月は開催しません。
　市民生活課市民年金係（☎757-3116）

 定例年金相談
※予約制になります

５月９日㈭・23日㈭午前10時
～正午、午後１時～３時
クロステン
・　日本年金機構六日町年金事
務所（☎025-716-0802）へ予約

 多重債務相談
　解決策があるはずです。まずは
相談してみませんか。
　５月８日㈬午後１時30分～４

時30分※要予約
　本庁相談室
　借金トラブル
　市消費生活相談窓口（☎757-3740）
 消費生活相談
　月～金曜日午前９時～午後４時
（祝日・年末年始を除く）

　買い物や契約で困っている人
　面接相談は予約が必要です
●相談＝☎757-3740

 教育相談（青少年）
　月～金曜日午前９時～午後５時
（年末年始を除く）※土・日曜日、
祝日は要予約

　・　教育センター（川西庁舎内）
※電話相談（☎756-5010）や
　訪問も行っています

 女性相談専用電話
　月～金曜日午前８時30分～午

後５時15分（祝日、年末年始
を除く）

●相談＝☎757-3710（企画政策
課協働推進係内）

 心配ごと相談
◇社会福祉協議会本所

５月９日㈭、16日㈭、23日㈭、
30日㈭午後１時30分～４時

◇社会福祉協議会中里支所
　５月17日㈮午後１時30分～４時
　川西・松代・松之山は随時受付
　社会福祉協議会（☎750-5010） 
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◆ 健康・福祉の相談 ●診察受付時間：午前８時30分～午後４時30分
※午後の診察開始時間は各医療機関に問い合わせてください

５月の休日救急医

問健康支援課成人保健係　☎757-9764

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

本町クリニック 本町３ 750-1160

大熊内科医院 山本１ 752-7066

池田医院 本町西１ 752-2581

国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

３日㈷

４日㈷

５日㈰

６日㈷

12日㈰

26日㈰

19日㈰
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◆ そのほかの相談
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　休日救急診療は、国保川西診療所での休日救急診療センター
　と在宅当番医制を併用して行っています。
・休日や祝日に急な発熱などで具合が悪くなったときは、休日救

急医にかかりましょう。
・保険証を忘れずにお持ちください。
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